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た
し
か
に
チ
ェ
コ
民
族
が
ボ
ヘ
ミ
ア
Ⅱ
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
の
地
に
定
着
し
て
か
ら
も
、
中
世
を
通
し
て
、
フ
ン
・
ア
ヴ
ァ
ー
ル
・
マ
ジ
ャ

ー
ル
・
モ
ン
ゴ
ル
等
、
沢
山
の
ア
ジ
ア
系
、
正
確
に
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
草
原
遊
牧
諸
民
族
に
よ
る
度
重
な
る
侵
入
と
支
配
を
受
け
て
い

る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
支
配
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
ま
っ
た
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
何
ら
か

‐
一

私
が
チ
ェ
コ
史
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
、
す
で
に
か
な
り
の
時
が
経
過
し
て
し
ま
っ
た
。
チ
ェ
コ
民
族
が
、
ョ
Ｉ
ロ

ッ
パ
の
中
央
、
ボ
ヘ
ミ
ア
Ⅱ
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
の
地
に
定
住
し
て
以
来
、
一
つ
の
小
民
族
と
し
て
、
こ
の
世
界
史
を
生
き
抜
い
て
き
た
、
い

わ
ば
こ
の
民
族
の
歴
史
に
お
け
る
生
命
力
の
源
泉
を
辿
っ
て
見
よ
う
と
思
う
。

（
１
）

一
般
に
は
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
は
、
東
西
ョ
－
ロ
ッ
パ
の
接
点
と
い
、
フ
観
点
か
ら
見
ら
れ
る
。
こ
と
に
今
に
残
る
プ
ラ
ハ
は
、
チ
ェ

コ
人
た
ち
が
自
負
す
る
よ
う
に
、
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
の
中
央
に
位
置
し
、
パ
ラ
ッ
キ
ー
的
な
歴
史
観
が
示
す
よ
う
に
、
中
世
以
来
の
伝
統
的

（
２
）

な
ョ
－
ロ
ッ
パ
の
歴
史
を
物
語
っ
て
い
る
。

し
か
し
プ
ラ
ハ
の
街
を
出
て
、
農
村
を
訪
れ
、
ヴ
ル
タ
ヴ
ァ
（
モ
ル
ダ
ウ
）
の
流
れ
に
潤
う
チ
ェ
コ
の
国
土
を
め
ぐ
り
、
モ
ラ
ヴ
ィ

ア
、
さ
ら
に
ス
ロ
バ
キ
ア
の
農
村
に
ま
で
足
を
延
ば
す
と
き
ヘ
ョ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
何
か
異
質
な
も
の
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
西

欧
に
対
す
る
東
欧
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
極
端
に
い
え
ば
、
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
で
は
な
い
と
い
う
意
味
で
の
『
ア
ジ
ア
』
と
い
う
も

（
３
）

の
な
の
で
あ
る
、
フ
か
。

ボ
ヘ
ミ
ア
前
史

進
藤
牧
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の
形
で
、
こ
れ
が
チ
ェ
コ
民
族
の
素
質
、
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
た
素
質
の
な
か
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

さ
ら
に
チ
ェ
コ
民
族
が
、
こ
の
地
へ
の
定
着
以
前
に
積
み
重
ね
て
き
た
歴
史
的
体
験
と
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

と
く
に
言
語
を
含
め
て
民
族
の
素
質
の
な
か
に
刻
み
込
ん
で
き
た
も
の
は
、
何
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
今
日
ま
で
の
考
古
学
の
成
果
に
よ

れ
ば
、
ボ
ヘ
ミ
ア
Ⅱ
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
の
地
に
人
類
が
登
場
す
る
の
は
、
お
よ
そ
二
○
万
年
前
と
さ
れ
、
こ
こ
で
も
長
い
先
史
時
代
以
来
の

前
史
を
も
つ
の
で
あ
る
。
た
と
え
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
お
い
て
、
こ
の
長
い
歴
史
の
一
駒
を
担
っ
た
民
族
は
異
っ
て
い
る
と
は
い
え
、

チ
ェ
コ
民
族
は
そ
の
歴
史
的
遺
産
を
継
承
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
．

チ
ェ
コ
民
族
の
歴
史
を
、
そ
し
て
ボ
ヘ
ミ
ア
を
舞
台
に
展
開
さ
れ
て
き
た
歴
史
を
、
い
わ
ば
そ
の
原
点
に
ま
で
遡
ろ
う
と
す
れ
ば
、

世
界
史
の
源
流
を
求
め
る
こ
と
に
も
な
り
、
言
葉
を
代
え
れ
ば
、
世
界
史
の
形
成
過
程
の
な
か
で
、
チ
ェ
コ
民
族
の
、
そ
し
て
ボ
ヘ
ミ

ア
の
歴
史
を
位
置
づ
け
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

（
１
）
た
と
え
ば
、
拙
稿
『
ド
イ
ツ
近
代
成
立
史
』
勁
草
書
房
、
一
九
六
八
年
（
第
三
刷
、
一
九
七
九
年
）
参
照
。
Ｇ
・
バ
ラ
ク
ロ
ウ
編
『
新

し
い
ョ
－
ロ
ッ
パ
像
の
試
み
ｌ
中
世
に
お
け
る
東
欧
と
西
欧
ｌ
』
刀
水
書
房
、
一
九
七
九
年
。
東
西
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
の
い
わ
ば
新
し
い
統

（
２
）
拙
稿
「
現
代
チ
ェ
コ
人
の
歴
史
意
識
」
『
歴
史
評
論
』
一
九
七
七
年
九
月
号
所
収
。

（
３
）
一
八
四
八
年
三
月
革
命
の
時
代
、
マ
ル
ク
ス
や
エ
ン
ゲ
ル
ス
も
含
め
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
左
派
の
人
び
と
が
、
ど
う
い
う
意
味
を
含
め
て
「
ア

ジ
ア
的
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
か
．
た
と
え
ば
良
知
力
『
向
う
岸
か
ら
の
世
界
史
’
一
つ
の
四
八
年
革
命
史
論
』
未
来
社
、
一
九
七
八

年
（
第
三
刷
、
一
九
七
九
年
）
三
一
頁
以
下
、
と
く
に
四
二
頁
。
こ
う
し
た
点
は
マ
ル
ク
ス
『
資
本
主
義
的
生
産
に
先
行
す
る
諸
形
態
』
国

民
文
庫
版
を
、
と
く
に
「
ア
ジ
ア
的
形
態
」
を
読
む
時
に
は
留
意
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。

一
一

一
九
六
○
年
代
以
来
、
恐
ら
く
公
式
に
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
の
小
史
を
執
筆
し
て
き
た
フ
ラ
ン
テ
ィ
シ
ェ
ク
ー
カ
フ
カ
甸
目
員
武
男

合
へ
の
試
み
と
い
え
よ
、
７
。
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（
１
）

穴
画
く
言
に
よ
れ
ば
、
ボ
ヘ
ミ
ア
Ⅱ
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
の
地
域
に
人
類
が
住
み
は
じ
め
た
の
は
、
先
に
も
触
れ
た
よ
、
フ
に
、
お
よ
そ
二
○
万
年

前
、
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
旧
人
類
は
と
も
か
く
と
し
て
も
、
最
後
の
氷
河
期
、
ヴ
ュ
ル
ム
氷
期
に
あ
っ
て
も
、

ボ
ヘ
ミ
ア
Ⅱ
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
は
、
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
（
北
極
）
氷
河
と
ア
ル
プ
ス
氷
河
の
間
に
あ
っ
て
氷
河
に
覆
わ
れ
て
い
な
い
地
域

で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
寒
冷
期
に
特
徴
的
な
寒
系
大
型
動
物
、
と
く
に
マ
ン
モ
ス
、
ほ
か
に
サ
イ
・
ト
ナ
カ
イ
な
ど
が
多
か
っ
た
。

旧
石
器
時
代
も
後
期
、
お
よ
そ
七
万
年
か
ら
一
万
年
前
に
か
け
て
、
マ
ン
モ
ス
の
春
秋
の
移
動
路
に
あ
た
っ
て
い
た
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
か
ら

は
、
中
部
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
で
は
、
こ
の
時
代
と
し
て
最
大
の
プ
シ
ェ
ド
モ
ス
テ
ィ
勺
瀞
旦
冒
○
の
威
匡
も
ざ
局
○
ぐ
煙
の
居
住
趾
が
発
見
さ
れ
て

（
２
）

い
る
。
こ
の
マ
ン
モ
ス
Ⅱ
ハ
ン
タ
ー
た
ち
は
「
幼
獣
を
ふ
く
む
一
、
○
○
○
頭
分
も
の
マ
ン
モ
ス
の
遺
体
」
を
残
し
、
「
集
団
的
な
狩
猟

（
３
）

を
し
た
結
果
」
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
こ
の
同
じ
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
か
ら
旧
石
器
時
代
を
象
徴
す
る
女
人
像
、
い
わ
ゆ
る
「
旧
石
器
時
代
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
像
」
も
発
見
さ
れ

（
“
如
き
）
ゞ
，

て
い
る
。
ヴ
ィ
ェ
ス
ト
ニ
ッ
ッ
ェ
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
己
○
一
三
‐
く
肝
ｇ
昌
○
窓
く
の
国
易
の
と
ペ
ト
ジ
コ
ヴ
ィ
ッ
ッ
ェ
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
○
の
弓
騨
ぐ
ゅ
１

惠
敲
き
ぐ
旨
恵
く
①
ロ
晟
の
で
あ
る
。
江
上
波
夫
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
旧
石
器
時
代
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
像
は
、
東
は
バ
イ
カ
ル
湖
か
ら
西

は
ピ
レ
ネ
ー
山
脈
に
か
け
て
東
西
に
連
っ
て
出
土
し
、
し
か
も
そ
の
発
源
は
東
欧
に
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ヴ
ィ
ェ
ス
ト
ニ
ッ
ッ

ェ
の
そ
れ
は
南
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
の
黄
土
（
レ
ス
）
遺
跡
、
居
住
趾
か
ら
の
出
土
で
粘
土
よ
う
の
煉
物
像
で
、
オ
ー
リ
ニ
ャ
ッ
ク
期
と
さ
れ
れ

ば
か
な
り
早
い
時
期
と
な
る
が
、
し
か
し
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
遺
跡
出
土
品
と
の
類
似
か
ら
ソ
リ
ュ
ー
ト
レ
期
あ
る
い
は
マ
ド
レ
ー
ヌ
期
ま

で
下
が
る
可
能
性
も
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
ペ
ト
ジ
コ
ヴ
ィ
ッ
ッ
ェ
の
そ
れ
は
、
オ
ド
ラ
（
オ
ー
デ
ル
）
川
の
源
流
に
近
い
北
モ
ラ
ヴ
ィ

（
５
）

ア
の
竪
穴
住
居
趾
か
ら
の
出
土
で
代
潴
石
像
で
、
時
代
も
オ
ー
リ
ニ
ャ
ッ
ク
後
期
な
い
し
ソ
リ
ュ
ー
ト
レ
期
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
像
の
出
土
分
布
を
結
ぶ
東
西
線
は
第
１
図
に
お
け
る
ヴ
ュ
ル
ム
氷
期
に
お
け
る
北
極
氷
河
の
南
縁
に
続
く
ツ
ン
ド
ラ

地
帯
と
そ
の
南
に
拡
が
る
パ
ー
ク
Ⅱ
ツ
ン
ド
ラ
地
帯
と
の
境
界
線
と
ほ
ぼ
重
な
る
。
お
よ
そ
一
万
年
前
を
境
に
後
氷
期
に
入
っ
て
、
地

球
の
大
気
も
温
暖
に
な
り
、
氷
河
の
後
退
に
つ
れ
、
紀
元
前
三
○
○
○
年
ご
ろ
ま
で
に
は
ツ
ン
ド
ラ
に
代
っ
て
、
今
日
に
見
ら
れ
る
よ
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第1図

北Z_Z1力ﾋヱ_Z1力ﾋヱー Z1力メリカ

"髭

回

（第1．19図パークツンドラの分布｡）

川井、他『人類の現われた日』53頁。

－は、江上「東西交渉のあけぼの」10頁所収の図「旧石器時代ヴィーナス像

の分布図」に対応させて、筆者が挿入したものである。

う
な
シ
ベ
リ
ア
Ⅱ
タ
イ
ガ
地
帯
が
現
わ
れ
、
そ
の
南

に
ユ
ー
ラ
シ
ア
を
東
西
に
つ
な
ぐ
ス
テ
ッ
プ
地
帯
が

形
成
さ
れ
る
。
ガ
ー
ー
ナ
ス
像
の
東
西
線
も
、
こ
の
夕

（
６
）

イ
ガ
地
帯
の
南
縁
に
重
な
る
の
で
あ
る
。

北
ョ
ｌ
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
も
、
植
生
が
変
わ
り
、

森
林
が
北
上
し
て
、
そ
こ
に
棲
む
動
物
相
も
変
わ
る
。

寒
系
の
マ
ン
モ
ス
な
ど
大
型
動
物
に
代
っ
て
、
シ
カ
．

イ
ノ
シ
シ
・
ク
マ
な
ど
比
較
的
小
形
の
動
物
が
現
わ

れ
る
。
海
水
面
も
上
昇
し
、
よ
う
や
く
今
日
の
海
岸
線

に
近
づ
く
に
つ
れ
、
低
地
部
や
と
く
に
東
ョ
Ｉ
ロ
ッ

パ
の
大
河
流
域
に
は
沼
沢
地
、
あ
る
い
は
広
範
囲
に

わ
た
る
湿
地
帯
も
生
れ
、
狩
猟
に
お
け
る
槍
、
と
く
に

弓
矢
の
発
明
に
加
え
て
、
鈷
や
釣
り
針
の
改
良
な
ど

漁
娚
の
技
術
も
改
善
さ
れ
、
人
類
も
北
海
沿
岸
か
ら

バ
ル
ト
海
沿
岸
の
奥
地
ま
で
進
出
す
る
よ
う
に
な
る
。

人
類
の
歴
史
に
と
っ
て
画
期
的
な
変
革
、
農
耕
と

牧
畜
の
は
じ
ま
り
を
意
味
す
る
新
石
器
時
代
の
到
来

は
、
こ
の
ボ
ヘ
ミ
ア
Ⅱ
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
で
は
紀
元
前
三

（
７
）

○
○
○
年
ご
ろ
と
さ
れ
る
。
中
石
器
時
代
も
後
期
に
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邑
再
ｒ
■
■
■
ワ
０
■
■
■
■
肌
凹
■
口
Ｊ
４
肉
１
１
。
■
■
■
■
Ⅱ
■
守
０
、
〃
Ｋ
■
一
。
■
″
■
佃
■
”
‐
子
用
町
４
〃
Ｊ
１
、
１
４
■
■
″
〆
Ｉ
三
・
一
二
‐
。
．
。
ｑ
皇
。
ご
日
■
■
〃
〃
「
口
Ｉ
》
旬
ｊ
グ
ー
〃
Ｉ
■
Ⅱ
Ⅱ
、

０
ｍ
加
帥
如
卵
Ｍ
…
・
・
・
〃

一
一
一
一
一

こ
の
農
耕
民
は
、
い
わ
ゆ
る
ド
ナ
ウ
文
化
を
担
う
大
き
な
集
団
に

海
水
面
変
化

属
し
、
③
そ
の
後
、
中
部
ョ
－
ロ
ッ
パ
領
域
に
お
い
て
渦
文
士
器

く
。
旨
５
国
雷
同
煙
冒
弄
と
し
て
知
ら
れ
た
彩
文
土
器
が
ド
ニ
エ
プ
ル
Ⅱ
ド
ナ
ウ
地
方
に
保
持
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
部
分
は
英
語
版
で
は
、

ド
ナ
ウ
文
化
は
、
ド
ニ
エ
プ
ル
Ⅱ
ヴ
ィ
ス
ラ
地
方
の
彩
文
土
器
と
中
部
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
の
渦
文
土
器
の
な
か
で
保
持
さ
れ
た
、
と
な
っ
て

い
る
。
何
れ
に
し
て
も
側
こ
の
ド
ナ
ウ
文
化
を
担
っ
た
人
び
と
は
、
恐
ら
く
ス
ラ
ブ
人
一
般
の
も
っ
と
も
古
い
祖
先
で
あ
っ
た
に
ち
が

い
な
い
、

と
さ
れ
て
い
る
。

第2図

入
り
、
温
暖
化
が
進
む
に
つ
れ
て
森
林
の
性
格
も
変
わ
り
、
針
葉

中
緯
度
に
お
け
る
気
温
変
化

樹
林
か
ら
常
緑
広
葉
樹
林
、
さ
ら
に
落
葉
広
葉
樹
林
へ
と
変
化
し
、

》
。
。
◎
、
。
。
。
。
。
＠
画
、
Ｉ
ノ

３
２
１
０
１
２
３
４
５
６
７
前
人
び
と
は
こ
の
新
し
い
森
林
に
お
け
る
狩
猟
・
漁
携
の
生
活
か
ら
、

一
一
一
一
一
一
一
Ｉ
Ｆ

ろ

前
人
び
と
は
こ
の
新
し
い
森
林
に
お
け
る
狩
猟
・
漁
携
の
生
活
か
ら
、

８
年
１
００Ｏ

漸
次
農
耕
や
牧
畜
８
三
①
‐
胃
の
①
匿
長
へ
と
移
行
す
る
．
後
氷
期
に
入

賄
Ｑ
りイ変

っ
て
温
暖
化
を
進
め
て
き
た
気
温
の
変
化
も
、
第
２
図
の
よ
う
に

Ｍ
湘
貝
中
緯
度
地
方
に
お
い
て
、
お
よ
そ
紀
元
前
七
千
年
紀
に
現
在
に
比

岨
脳
州
べ
て
二
度
近
く
ま
で
高
ま
り
、
再
び
一
時
わ
ず
か
に
寒
冷
化
し
た

０
お
日

１
隊
雌
が
、
紀
元
前
四
○
○
○
年
ご
ろ
に
は
、
現
在
に
比
べ
て
一
二
度
近
く
、

８
轆
珊
気
温
は
こ
の
こ
ろ
最
高
点
に
達
し
た
。
そ
の
後
は
、
振
幅
を
伴
い

（
８
）

咽
蜘
な
が
ら
寒
冷
化
が
進
み
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

６

４
２
人
●
戸
醐
Ｕ

紀
元
前
三
千
年
紀
、
ボ
ヘ
ミ
ア
地
方
の
新
石
器
時
代
に
つ
い
て
、

（
９
）

２
卿
蠅
力
フ
カ
の
記
述
を
追
っ
て
み
よ
う
。
先
ず
、
側
ボ
ヘ
ミ
ア
の
農
耕

く
川

０
現
在
文
明
は
、
後
に
こ
の
上
に
ス
ラ
ブ
人
の
農
業
を
発
展
さ
せ
た
。
②

気温最高点

気温変化
勺

可浮

一

ー

一

一

‘ V対

海水面変

11
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こ
う
し
た
人
び
と
は
、
最
も
豊
か
な
地
方
に
定
住
し
⑤
か
な
り
稠
密
に
集
っ
て
村
落
を
つ
く
り
、
木
で
つ
く
ら
れ
た
、
か
な
り
の
広

さ
を
も
っ
た
長
方
形
の
住
居
に
住
み
、
そ
の
壁
は
小
枝
を
編
ん
だ
も
の
で
、
⑥
原
始
共
同
体
ご
墨
の
目
の
言
：
富
津
の
時
代
に
と
っ
て
特
徴

的
で
あ
っ
た
。
⑥
女
人
像
崇
拝
は
ぎ
お
母
権
冨
閣
勵
雷
尉
呂
異
の
時
代
が
続
い
て
い
た
こ
と
を
示
す
。

例
す
で
に
あ
ら
ゆ
る
主
要
な
穀
物
の
種
類
や
サ
ヤ
マ
メ
類
困
筐
“
の
冒
津
言
宮
の
を
知
っ
て
い
た
農
耕
と
な
ら
ん
で
ま
た
⑧
牧
畜
８
三
の
‐

言
の
①
会
長
と
も
な
ら
ん
で
⑨
手
工
業
も
、
た
と
え
ば
窯
業
や
簡
単
な
素
材
を
使
っ
て
の
織
布
も
発
達
し
は
じ
め
て
い
た
と
い
う
。

カ
フ
カ
は
、
さ
ら
に
加
え
て
、
新
石
器
時
代
後
期
に
お
い
て
、
Ⅲ
東
南
か
ら
の
民
族
の
影
響
が
増
大
し
、
彩
文
土
器
の
分
布
が
モ
ラ

ヴ
ィ
ア
ヘ
ま
で
及
び
、
伽
当
時
、
東
南
ョ
－
ロ
ッ
パ
は
最
も
高
い
ョ
－
ロ
ッ
パ
文
化
の
焦
点
で
あ
っ
た
。
⑫
地
中
海
や
黒
海
の
沿
岸
地

域
に
お
い
て
、
す
で
に
文
明
が
開
花
し
は
じ
め
、
こ
の
文
明
か
ら
ギ
リ
シ
ア
文
化
が
発
展
し
た
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
カ
フ
カ
の
要
約
に
は
、
新
石
器
時
代
と
い
う
人
類
史
上
最
も
激
し
い
変
革
期
だ
け
に
、
い
わ
ば
世
界
史
の
形
成
過
程
と
も
関
わ

っ
て
、
多
く
の
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
。
カ
フ
カ
は
こ
の
農
業
を
ス
ラ
ブ
人
の
農
業
に
、
そ
の
担
い
手
を
ス
ラ
ブ
人
の
祖
先
に
結
び
つ

け
て
い
る
。
し
か
も
ド
ナ
ウ
文
化
を
介
し
て
で
あ
れ
、
ド
ニ
エ
プ
ル
Ⅱ
ド
ナ
ウ
地
方
も
し
く
は
ド
一
三
プ
ル
Ⅱ
ヴ
ィ
ス
ラ
地
方
に
ま
で
、

地
域
的
に
拡
げ
る
。
さ
ら
に
．
は
後
期
に
お
け
る
東
南
ョ
－
ロ
ッ
パ
の
文
化
を
、
地
中
海
・
黒
海
沿
岸
地
方
の
文
明
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら

発
展
し
た
ギ
リ
シ
ヤ
文
化
に
も
結
び
つ
け
る
の
で
あ
る
。
ボ
ヘ
ミ
ア
地
方
に
限
っ
て
も
、
こ
こ
の
新
石
器
時
代
人
の
社
会
構
造
、
そ
の

基
礎
と
な
る
新
し
い
農
業
・
牧
畜
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

世
界
史
の
上
で
、
一
般
に
最
も
古
い
新
石
器
時
代
の
遺
跡
に
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
イ
ェ
リ
コ
や
東
イ
ラ
ク
、
ザ
グ
ロ
ス
山
脈
山
麓
の

ジ
ャ
ル
モ
な
ど
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
を
三
日
月
型
に
取
り
囲
む
高
原
山
麓
地
帯
の
遺
跡
が
あ
げ
ら
れ
、
紀
元
前
八
○
○
○
年
か
ら
六
○
○

○
年
と
さ
れ
て
い
る
。
ボ
ヘ
ミ
ア
か
ら
は
遠
く
離
れ
て
い
る
に
し
て
も
、
年
代
で
は
五
千
年
か
ら
三
千
年
の
ひ
ら
き
が
あ
る
。
た
と
え

ボ
ヘ
ミ
ア
に
お
い
て
、
農
耕
・
牧
畜
が
自
生
し
得
た
と
し
て
も
、
そ
の
間
に
農
耕
・
牧
畜
の
伝
播
の
問
題
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
取

り
敢
え
ず
、
こ
の
問
題
か
ら
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
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一
一
｜

こ
の
「
農
業
の
伝
播
」
に
つ
い
て
、
飯
沼
二
郎
氏
は
、
と
く
に
歴
史
の
な
か
に
も
つ
風
土
の
意
味
を
取
り
上
げ
る
な
か
で
、
い
く
つ

‐
（
１
）

か
の
新
し
い
提
案
を
試
み
て
い
る
。
飯
沼
氏
が
『
農
業
文
化
の
起
源
』
と
し
て
翻
訳
さ
れ
た
エ
ミ
ー
ル
ー
ヴ
ェ
ル
ト
の
研
究
成
果
を
紹

介
す
る
な
か
で
、
と
く
に
人
類
最
初
の
農
業
が
、
ど
の
よ
う
な
風
土
的
条
件
・
農
業
技
術
の
発
展
の
な
か
で
、
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
流
れ
、

ゲ
ル
マ
ン
梨
と
い
わ
れ
る
有
輪
型
に
よ
る
、
い
わ
ゆ
る
三
圃
制
農
法
に
ま
で
到
達
す
る
か
、
を
も
辿
っ
て
い
る
。

（
１
）
呵
吋
四
国
威
か
①
宍
【
画
く
●
汽
厚
シ
邑
○
目
二
言
の
具
Ｏ
脚
の
○
ヶ
○
巴
○
ぐ
ゆ
床
塵
尉
計
○
門
影
○
門
三
ｍ
０
℃
門
四
ｍ
ロ
の
。
』
①
つ
い
一
口
ｏ
・
廼
口
討
弓
の
。
》
の
。
》
○
巴
。
言
画
弄
里
．

エ
ヶ
国
瓦
夢
門
①
門
○
の
ｍ
○
三
○
三
の
．
Ｎ
署
の
諄
の
の
。
、
解
ご
圃
蔚
シ
自
室
四
ｍ
の
、
○
門
宜
切
０
℃
門
四
四
己
の
騨
呼
律
○
・
画
の
①
め
◎
言
。
茸
の
」
の
局
弓
切
○
ず
の
○
二
○
巴
。
言
画
弄
巴
．

く

宍
匡
同
凶
の
門
シ
ヶ
再
勝
伽
．
○
門
亘
切
Ｉ
も
門
口
叩
ご
①
弊
ｇ
ｏ
・
色
ロ
“
旨
一
○
の
切
宍
○
ｍ
き
く
の
ご
切
天
画
胃
．
巳
○
吋
○
戸
ロ
匡
四
式
勺
門
口
彦
凹
．
こ
の
今

く

（
２
）
詞
【
煙
く
云
画
・
多
○
員
］
旨
の
．
書
で
．
、
一
旦
○
・
画
多
シ
ヶ
凰
切
②
．
、
の
．
、
》
多
○
①
切
天
○
巴
○
ぐ
の
冒
切
天
酔
く
言
里
ご
皿
四
口
ロ
塵
冒
．
ロ
凹
言
》
１
ｍ
ぐ
ゆ
園
の
六
一
．
○
』

’
○
曾
巳
の
己
○
め
．
。
Ｎ
の
日
鄙
座
○
両
．
澤
司
の
』
．
○
門
亘
切
１
勺
局
四
ケ
四
・
で
亨
函
①
’
四
Ｐ

（
３
）
湊
正
雄
監
修
『
日
本
の
自
然
』
一
九
七
七
年
、
平
凡
社
。
一
四
七
頁
。
マ
ン
モ
ス
Ⅱ
ハ
ン
タ
ー
た
ち
の
実
態
が
、
日
本
に
お
け
る
野
尻

湖
発
掘
に
よ
っ
て
明
る
み
に
出
る
と
す
れ
ば
興
味
深
い
。
国
民
餌
二
画
．
ご
響
昼
．
蕾
亨
侭
簾
号
．
、
己
警
暮
‐
“
ぐ
騨
圃
異
．
書
弓
．
忠
‐
電
．

（
４
）
句
．
宍
興
男
騨
》
多
言
竺
言
の
、
曇
ロ
幹
号
・
》
ラ
ン
言
涜
切
・
ミ
の
．
Ｐ

（
５
）
江
上
波
夫
「
序
章
東
西
交
渉
の
あ
け
ぼ
の
」
『
漢
と
ロ
ー
マ
、
東
西
文
明
の
交
流
１
』
平
凡
社
、
一
九
七
○
年
、
九
頁
’
三
二
頁
所

収
。
と
く
に
、
一
八
頁
’
一
九
頁
。
三
一
頁
。

（
６
）
第
１
図
は
川
井
・
藤
・
他
『
人
類
の
現
わ
れ
た
日
』
ブ
ル
ー
バ
ッ
ク
ス
、
講
談
社
、
一
九
七
八
年
、
五
三
頁
。
江
上
「
前
掲
論
文
」
一

○
頁
の
「
旧
石
器
時
代
ビ
ー
ナ
ス
像
の
分
布
図
」
と
対
応
さ
せ
る
と
明
確
と
な
ろ
う
。

（
７
）
詞
病
豊
富
．
ご
ロ
竺
旨
の
・
書
も
．
霞
．
一
号
．
．
多
シ
言
厨
切
・
言
の
．
Ｐ

（
８
）
川
井
・
他
『
前
掲
書
』
五
九
頁
。

（
９
）
詞
【
餌
美
ゆ
ゞ
多
言
色
旨
の
、
ミ
ロ
霞
・
呼
号
．
》
多
罪
茸
厨
切
．
雪
の
．
軍
．
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ヴ
ェ
ル
ト
の
原
著
名
『
掘
り
棒
、
鍬
そ
し
て
梨
』
Ｑ
厨
房
計
ｏ
異
．
函
四
．
百
口
己
四
一
長
（
ご
震
）
が
象
徴
的
に
示
す
よ
う
に
、
農
業
を

「
た
だ
た
ん
に
農
耕
や
家
畜
飼
育
の
み
で
は
な
し
に
、
そ
の
ほ
か
、
織
機
や
土
器
、
醸
造
の
方
法
、
家
畜
の
種
類
や
そ
の
利
用
方
法
、

道
具
の
柄
の
つ
け
方
、
住
居
の
形
態
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
物
質
文
化
の
複
合
体
（
ヴ
ェ
ル
ト
は
、
こ
れ
を
「
文
化
複
合
」
と
よ
ぶ
）

と
し
て
と
ら
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
」
と
し
た
上
で
、
農
業
以
前
の
「
狩
猟
・
採
集
文
化
」
か
ら
、
農
業
は
「
鍬
農
耕
文
化
」
、
つ

（
２
）

い
で
「
型
農
耕
文
化
」
に
発
展
す
る
と
考
え
る
。
こ
の
発
展
を
、
気
温
の
変
化
、
氷
河
期
か
ら
後
氷
期
へ
と
の
気
温
の
温
暖
化
を
基
軸

と
し
た
風
土
的
条
件
の
変
容
に
対
応
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

そ
う
と
す
れ
ば
、
農
業
は
、
ま
ず
気
候
的
に
恵
ま
れ
て
い
た
熱
帯
地
方
で
鍬
農
耕
と
し
て
発
生
し
、
よ
り
恵
ま
れ
て
い
な
い
温
帯
地

方
に
、
そ
れ
を
ひ
ろ
め
て
い
く
努
力
の
過
程
の
な
か
で
梨
農
耕
と
し
て
発
達
し
た
。
し
た
が
っ
て
鍬
農
耕
文
化
の
発
生
地
は
バ
ナ
ナ
や

イ
モ
類
な
ど
と
小
家
畜
（
鶏
・
豚
・
山
羊
・
犬
な
ど
）
の
野
生
種
の
い
た
旧
イ
ン
ド
お
よ
び
東
ア
ジ
ア
に
想
定
さ
れ
、
梨
農
耕
文
化
の

発
生
地
は
、
ム
ギ
類
や
熱
帯
雑
穀
類
な
ど
と
牛
と
梨
の
原
産
地
と
さ
れ
る
旧
イ
ン
ド
西
北
部
か
ら
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
中
央
ア
ジ
ア
に

か
け
て
の
地
域
を
考
え
、
こ
れ
を
農
耕
文
化
の
第
一
次
中
心
地
と
す
る
。
さ
ら
に
伝
播
し
て
い
く
過
程
で
新
し
い
作
物
が
加
わ
り
、

と
く
に
そ
れ
が
累
積
す
る
地
域
を
第
二
次
中
心
地
と
す
る
と
、
鍬
農
耕
で
は
ア
メ
リ
カ
と
な
り
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
、
ン
・
バ
レ
ィ
、
ン
ョ
・
タ

バ
コ
な
ど
が
加
わ
る
。
梨
農
耕
の
第
二
次
中
心
地
の
う
ち
東
ア
ジ
ア
か
ら
ア
ワ
・
キ
ビ
・
ダ
イ
ズ
・
チ
ャ
・
ク
ワ
恐
ら
く
イ
ネ
（
コ
メ
）

等
が
、
そ
し
て
東
北
ア
フ
リ
カ
（
エ
チ
オ
ピ
ア
地
方
）
か
ら
は
コ
ー
ヒ
ー
・
リ
ベ
ッ
ト
コ
ム
ギ
・
テ
フ
な
ど
が
加
わ
っ
た
。
本
稿
に
と

っ
て
直
接
関
係
の
あ
る
、
中
近
東
・
地
中
海
地
方
か
ら
は
、
ヒ
ト
ッ
ブ
コ
ム
ギ
・
エ
ン
マ
ー
コ
ム
ギ
・
ラ
ィ
ム
ギ
・
エ
ン
バ
ク
・
ダ
イ

コ
ン
・
メ
ロ
ン
・
オ
リ
ー
ブ
な
ど
が
加
わ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
梨
農
耕
の
発
生
地
か
ら
の
七
つ
の
流
れ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
伝

播
し
て
い
く
地
方
の
気
候
・
土
壌
の
状
態
な
ど
風
土
的
条
件
に
応
じ
た
代
表
的
な
穀
物
と
梨
の
形
と
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
図
示
さ
れ
た
の

（
３
）

が
、
第
３
図
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
北
ョ
－
ロ
ッ
パ
ヘ
の
三
つ
の
流
れ
を
中
心
に
、
さ
ら
に
「
ョ
－
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
梨
と
最
古
の
穀
物
の
分
布
」
も
図
示
さ
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第3図

第4図

…

(図易流驚瀞艤群から放出した主要な梨農耕文化）
飯沼『風土と歴史』31頁

J400kmC

鯉 ｣

、

(図'･'0農耕の拡大とｲﾝド.ｹﾙﾏﾝ語族の形成(ヴｪﾙﾄの図より簡略化)）図中の温度は1月の平均気温．

鈴木・山本『気候と文明・気候と歴史』19頁

A～Dは著者が挿入したものである。
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Ｂ
の
経
路
を
辿
る
農
耕
は
、
エ
ン
マ
ー
コ
ム
ギ
よ
り
は
寒
地
に
耐
え
る
ヒ
ト
ッ
ブ
コ
ム
ギ
と
方
形
梨
が
結
び
つ
け
ら
れ
、
こ
の
梨
は

よ
り
湿
潤
地
の
土
壌
に
適
応
し
、
梨
辮
（
す
き
へ
ら
型
冒
霧
ｏ
言
門
）
を
持
ち
、
土
を
反
転
さ
せ
、
後
に
車
を
つ
け
て
有
輪
梨
詞
登
の
局
其
一
長

に
発
展
す
る
。
こ
の
農
耕
が
中
部
ョ
－
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、
Ｃ
の
経
路
を
と
る
キ
ビ
・
ア
ワ
な
ど
を
加
え
る
に
し
て
も
、
こ
の
穀
物
の

発
生
地
は
、
飯
沼
氏
の
文
中
か
ら
は
、
梨
農
耕
の
発
生
地
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
間
の
伝
播
の
経
路
を
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ

い
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
穀
物
は
夏
作
で
あ
ろ
う
。
Ｂ
Ⅲ
Ｃ
の
経
路
を
経
た
農
耕
は
、
中
石
器
時
代
も
終
り
に
近
く
、
気
温
が
寒
冷
化
し

は
じ
め
る
こ
ろ
か
ら
、
新
石
器
時
代
に
Ａ
の
農
耕
と
重
層
的
に
重
な
り
合
っ
た
こ
と
に
な
る
。

Ｄ
の
経
路
を
経
た
農
耕
は
、
そ
の
他
の
梨
が
牛
に
よ
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
馬
が
登
場
し
、
寒
冷
地
に
耐
え
る
ラ
イ
ム
ギ
と
結
び
つ

き
、
さ
ら
に
寒
冷
化
が
進
む
、
新
石
器
時
代
も
後
期
に
な
っ
て
中
央
お
よ
び
北
ヨ
ト
ロ
ッ
パ
に
伝
播
し
た
も
の
と
な
ろ
う
。
た
だ
こ
の

ラ
ィ
ム
ギ
も
、
す
で
に
梨
農
耕
の
発
生
地
あ
る
い
は
第
二
次
中
心
地
に
見
ら
れ
、
こ
の
場
合
だ
け
牛
が
消
え
て
馬
に
代
わ
り
、
馬
と
対

梨
の
結
び
つ
き
が
ラ
イ
ム
ギ
を
栽
培
す
る
な
か
で
、
ど
こ
で
生
れ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

カ
フ
ヵ
の
記
述
を
補
完
す
る
意
味
で
、
ボ
ヘ
ミ
ア
に
お
け
る
新
石
器
時
代
前
半
の
穀
物
の
種
類
、
併
せ
て
家
畜
の
種
類
を
も
あ
げ
て

（
５
）

お
こ
う
。
ゲ
ル
ハ
ル
ト
ー
ミ
ル
デ
ン
ベ
ル
ガ
ー
に
よ
れ
ば
、
オ
オ
ム
ギ
・
エ
ン
マ
ー
コ
ム
ギ
・
小
さ
な
コ
ム
ギ
圃
葛
の
品
葛
の
旨
の
国
・
キ
ビ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
同
じ
図
を
簡
略
化
し
、
梨
の
形
を
添
え
た
図
を
こ
こ
で
は
第
４
図
と
し
て
掲
げ
て
お
こ
う
．
こ
の
図
は
、
鈴
木
秀

夫
氏
に
よ
る
も
の
で
、
「
農
耕
の
拡
大
と
イ
ン
ド
・
ゲ
ル
マ
ン
語
族
の
形
成
」
と
を
関
連
さ
せ
る
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
な
お
Ａ

（
４
）

～
Ｄ
の
記
号
は
、
説
明
の
便
宜
上
、
私
が
挿
入
し
た
。

Ａ
の
経
路
を
辿
る
農
耕
は
オ
オ
ム
ギ
を
伴
っ
て
温
暖
な
乾
燥
地
に
適
応
す
る
エ
ン
マ
ー
コ
ム
ギ
と
乾
地
農
業
に
適
し
た
弩
曲
梨
（
弩
輯

型
）
を
使
用
し
て
い
る
。
第
４
図
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
オ
リ
エ
ン
ト
か
ら
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
を
経
て
西
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
に
入
り
、

ョ
－
ロ
ッ
パ
の
中
石
器
時
代
、
気
温
が
最
高
点
に
達
し
た
紀
元
前
四
○
○
○
年
ご
ろ
ま
で
に
は
北
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
か
ら
バ
ル
ト
海
に
ま
で

ひ
ろ
が
っ
て
い
る
。
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な
ど
で
あ
り
、
家
畜
と
し
て
は
牛
・
豚
・
羊
・
山
羊
・
犬
が
あ
げ
ら
れ
、
ま
だ
馬
は
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
穀
物
に
あ
っ
て
も
ラ
イ
ム

ギ
は
も
ち
ろ
ん
、
同
じ
よ
う
に
発
生
地
で
は
あ
げ
ら
れ
て
も
青
銅
器
時
代
に
入
っ
て
さ
ら
に
気
温
の
低
下
が
進
む
な
か
で
現
わ
れ
る
エ

ン
バ
ク
、
そ
し
て
恐
ら
く
は
エ
ン
マ
ー
コ
ム
ギ
の
品
種
改
良
に
よ
る
ス
ペ
ル
ト
コ
ム
ギ
も
現
わ
れ
て
は
い
な
い
。
穀
物
の
品
種
名
に
つ

い
て
の
記
述
が
、
時
代
が
進
む
に
つ
れ
見
出
し
難
く
な
る
の
で
、
飯
沼
氏
の
よ
う
な
方
法
で
、
農
業
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
、
本
稿
で

は
、
先
史
時
代
だ
け
に
限
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

四

飯
沼
氏
は
、
今
ま
で
の
論
議
の
進
め
方
か
ら
み
て
も
、
農
業
の
伝
播
・
展
開
を
、
い
わ
ば
発
生
史
的
に
は
一
元
的
に
み
て
い
る
。
し

か
し
伝
播
の
過
程
で
、
と
く
に
取
り
上
げ
て
い
る
梨
の
形
で
は
、
な
か
で
も
乾
燥
型
と
湿
潤
型
と
を
区
別
し
、
重
視
し
て
い
る
。
農
業

の
基
本
に
か
か
わ
る
か
ら
と
い
え
よ
う
。

乾
燥
地
帯
、
湿
潤
地
帯
あ
る
い
は
亜
湿
潤
地
帯
と
い
う
形
で
、
い
わ
ば
風
土
帯
を
分
け
る
発
想
は
、
先
史
時
代
か
ら
前
近
代
社
会
を

取
り
上
げ
る
場
合
、
そ
の
狩
猟
・
牧
畜
・
農
業
に
及
ぼ
す
影
響
力
が
決
定
的
で
あ
る
だ
け
に
、
誰
し
も
が
考
え
る
こ
と
で
は
あ
ろ
う
。

（
２
）
飯
沼
『
風
土
と
歴
史
』
一
四
頁
。

（
３
）
『
同
書
』
、
三
一
頁
。
三
二
頁
。

（
４
）
『
同
書
』
三
頁
図
７
参
照
。
ヴ
ェ
ル
ト
の
図
を
簡
略
化
し
た
も
の
と
し
て
第
４
図
を
掲
げ
た
が
、
こ
れ
は
鈴
木
秀
夫
・
山
本
武
夫
『
気
候

と
文
明
・
気
候
と
歴
史
』
朝
倉
書
店
、
一
九
七
八
年
（
第
二
刷
、
一
九
七
九
年
）
一
九
頁
。

（
５
）
需
吋
言
昌
冨
丘
の
国
富
愚
の
周
ゞ
・
ぐ
。
句
‐
ロ
ａ
浮
雲
畷
“
ｏ
言
。
三
の
后
同
ず
琴
昌
”
・
富
国
医
己
の
弓
ゞ
ご
孝
害
且
言
９
号
同
憲
”
・
豆
。
宮
の
号
筍

ず
ひ
言
己
の
◎
ず
の
ご
Ｆ
凶
ご
」
の
甸
胃
．
多
の
奇
匡
茸
、
騨
目
．
」
の
①
式
の
．
四
Ｐ

（
１
）
飯
沼
二
郎
『
風
土
皇

本
評
論
社
、
一
九
七
九
年
。

『
風
土
と
歴
史
』
岩
波
新
書
、
一
九
七
○
年
（
第
二
刷
、
一
九
七
九
年
）
、
同
『
歴
史
の
な
か
の
風
土
』
日
評
選
書
、
日
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こ
の
両
図
を
第
４
図
に
対
応
さ
せ
れ
ば
、
乾
燥
地
に
発
生
し
た
梨
農
耕
は
、
北
ョ
－
ロ
ッ
パ
ヘ
の
流
れ
の
な
か
で
、
湿
潤
地
、
し
か

も
よ
り
寒
冷
な
森
林
に
覆
わ
れ
た
、
お
そ
ら
く
は
水
辺
の
地
区
へ
と
農
耕
が
伝
播
し
、
そ
の
風
土
に
適
応
し
て
い
く
。
こ
と
に
乾
燥
地

か
ら
湿
潤
地
へ
の
移
行
過
程
が
問
題
と
な
ろ
う
。
梨
の
形
の
ち
が
い
は
も
ち
ろ
ん
と
し
て
、
夏
作
が
不
可
能
な
乾
燥
地
か
ら
、
夏
の
乾

燥
指
数
も
五
以
上
、
年
間
の
乾
燥
指
数
も
二
○
以
上
の
湿
潤
地
へ
と
移
行
す
れ
ば
、
エ
ン
マ
ー
コ
ム
ギ
は
別
と
し
て
も
、
他
の
穀
物
の

梨
農
耕
で
は
「
乾
燥
地
で
は
、
主
と
し
て
地
面
か
ら
の
水
分
の
蒸
発
を
ふ
せ
ぐ
た
め
に
、
土
を
浅
く
た
が
や
し
、
地
中
の
毛
細
管
現

象
を
切
断
」
し
、
保
水
の
た
め
に
梨
が
使
わ
れ
、
「
湿
潤
地
で
は
、
梨
は
、
主
と
し
て
雑
草
を
除
去
す
る
た
め
に
、
土
を
深
く
た
が
や
し
、

（
２
）

か
つ
、
そ
れ
を
反
転
す
る
の
に
も
ち
い
ら
れ
る
」
い
わ
ば
中
耕
除
草
の
た
め
に
と
い
う
。
弩
韓
梨
と
方
形
型
の
ち
が
い
で
も
あ
る
。

そ
こ
で
乾
燥
地
と
湿
潤
地
と
を
区
別
す
る
基
準
と
し
て
の
乾
燥
指
数
胃
Ⅱ
詞
、
（
弓
十
ｇ
）
を
取
り
上
げ
る
。
Ｉ
は
乾
燥
指
数
、
Ｒ
は

一
定
期
間
の
降
水
量
、
Ｔ
は
同
じ
期
間
の
平
均
気
温
。
年
の
乾
燥
指
数
が
二
○
以
上
な
ら
湿
潤
地
、
以
下
な
ら
ば
乾
燥
地
と
す
る
。
し

か
し
農
業
に
と
っ
て
直
接
関
係
す
る
の
は
、
年
間
で
は
な
く
、
夏
作
の
場
合
は
春
か
ら
秋
に
か
け
て
の
気
温
と
雨
量
で
あ
り
、
冬
作
の

場
合
は
冬
の
間
の
雨
と
気
温
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
夏
に
限
っ
て
の
乾
燥
指
数
が
五
以
下
で
あ
れ
ば
夏
作
は
不
可
能
と
な
る
。
こ
う
い

い
う
こ
と
か
ら
、
年
指
数
二
○
と
夏
指
数
五
を
基
準
と
し
て
組
合
せ
た
の
が
第
５
図
で
あ
り
、
そ
の
分
布
を
示
し
た
の
が
第
６
図
で
あ

し
か
し
、
た
と
え
ば
松
田
壽
男
氏
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
風
土
に
根
ざ
し
た
地
域
に
、
多
元
的
な
、
い
わ
ば
異
質
の
文
明
が
発
生
す

る
こ
と
を
前
提
と
し
て
風
土
帯
を
取
り
上
げ
る
ば
あ
い
、
そ
こ
に
は
、
こ
の
多
元
的
な
文
明
の
、
い
わ
ば
交
渉
史
の
な
か
で
世
界
史
を

（
１
）

構
成
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
大
き
く
働
い
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
に
対
し
て
、
同
じ
よ
う
に
乾
燥
地
帯
と
湿
潤
地
帯
を
区
別
す
る
に
し

て
も
、
飯
沼
氏
の
場
合
は
、
一
元
的
に
発
生
し
た
農
業
の
、
発
展
・
伝
播
の
条
件
と
し
て
考
え
て
い
る
。
森
林
・
草
原
・
砂
漠
と
い
っ

た
外
見
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
農
業
に
と
っ
て
不
可
欠
な
水
の
問
題
か
ら
乾
燥
・
湿
潤
を
問
題
に
し
、
そ
の
立
場
か
ら
乾
燥
度
を
指
数

で
現
わ
す
の
で
あ
る
。

（
《
ｄ
）

っ
た
。
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第5図
一年指数一
く20＜

当閑ノン

地中海(庫
､ノミ頭イ南｝

エ
Ｔ
■
Ｐ
ｊ
ｊ

■
■
タ

(表2マルトンヌの乾燥指数(飯沼)）

飯沼『風土と歴史』44頁

第6図

雪辱舅

(図8マルトンヌの乾燥指数(飯沼)）

飯沼『風土と歴史』42-43頁
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夏
作
も
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

第7図

第
４
図
に
お
け
る
Ａ
の
経
路
は
、
と
く
に
西
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
先
史
時
代
に
お
け
る
巨
石
文
化
、
つ
い
で
鐘
形
杯
文
化
と
い
わ
れ
る
中
石

（
４
）

器
時
代
か
ら
新
石
器
時
代
に
か
け
て
の
文
化
の
北
上
の
経
路
と
重
な
っ
て
い
る
。
飯
沼
氏
は
、
こ
の
Ａ
経
路
、
エ
ン
マ
ー
コ
ム
ギ
Ⅱ
弩

韓
翠
の
経
路
に
つ
い
て
は
、
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
・
エ
ジ
プ
ト
、
ギ
リ
シ
ヤ
・
ロ
ー
マ
そ
し
て
「
北
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
中
世
の
農
業
」
と
い

画

↓
１
，
つ
も
‐
１
，
Ｐ
一
、
込
一
浄
ら
’
－
，
ム
ヒ
ー
回
凹
Ｐ
画
０
Ⅱ
塁
《
ノ
戸
。
、
、
Ｄ
ク
。
戸
画
〆
迎
い
一
心
，
！
Ｄ
●
，
、
：
鳥
・
Ｊ
Ｉ
当
Ｉ
Ｄ
Ｉ
》

〆

Walleの華（東部フリースラント）ドイツで発見された最古の華で，紀

元前約1750年頃のもの。一本のオーク材でつくられたその主要部は，長さ

3mの猿(Deichsel)と，それに鋭角にとりつけられた長さ約60cmの華底

(Sohle)とから成る。韓の前部には，輪獣の牽引具をつけるための木製の

鉤(Holzhaken)が一つみられ，華底には，報をはめ込むためにあけられた
穴がある｡(ハノーバー農業博物館所蔵）

、
う
よ
、
７
に
、
か
な
り
詳
細
に
辿
っ
て
い
る
。
た
し
か
に
ド
イ
ツ
で
発
見
さ
れ

た
最
古
の
梨
、
（
第
７
図
）
約
紀
元
前
一
七
五
○
年
ご
ろ
の
も
の
と
さ
れ
て

い
る
梨
は
、
東
部
フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ト
で
発
見
さ
れ
、
飯
沼
氏
の
い
、
７
弩
韓
型

（
５
）

で
あ
っ
た
。
農
法
の
上
で
は
、
い
わ
ゆ
る
二
圃
制
「
休
閑
と
冬
作
」
と
い
う

パ
タ
ー
ン
で
あ
り
、
た
と
え
ば
南
フ
ラ
ン
ス
で
は
中
世
後
期
に
至
る
ま
で
続

頁
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
、
フ
し
た
農
法
が
、
中
石
器
時
代
の
北
ョ
－
ロ

７２
ツ
パ
に
お
い
て
、
バ
ル
ト
海
沿
岸
地
域
の
奥
ま
で
鯵
透
し
た
こ
と
に
つ
い
て

Ｊ柵
は
納
得
し
得
よ
う
。
い
わ
ば
こ
の
Ａ
の
経
路
は
、
従
来
の
世
界
史
の
と
ら
え

肥
方
、
オ
リ
エ
ン
ト
・
ギ
リ
シ
ヤ
Ⅱ
ロ
ー
マ
・
西
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
と
い
う
経
路
と
、

達発
ま
さ
に
符
合
す
る
の
で
あ
る
。
事
実
、
飯
沼
氏
の
『
風
土
と
歴
史
』
に
お
い

業鳩
て
も
、
『
歴
史
の
な
か
の
風
土
』
に
お
い
て
も
、
歴
史
と
の
関
わ
り
合
い
、

岡
農
耕
社
会
を
問
題
に
す
る
な
か
で
は
、
こ
の
経
路
だ
け
を
取
り
上
げ
て
し
ま

ｒ

し
う
。
し
か
も
こ
の
経
路
は
、
マ
ル
ク
ス
の
『
資
本
主
義
的
生
産
に
先
行
す
る

ノー
諸
形
態
』
に
展
開
さ
れ
る
、
「
ア
ジ
ア
的
・
古
典
古
代
的
・
ゲ
ル
マ
ン
的
」

ア

（
６
）

と
い
う
土
地
所
有
形
態
の
展
開
過
程
に
も
対
応
す
る
。
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し
か
し
第
４
図
と
第
６
図
と
を
照
応
さ
せ
、
し
か
も
、
こ
こ
で
問
題
に
す
る
梨
農
耕
の
伝
播
の
時
代
を
見
れ
ば
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
各
地

に
お
け
る
乾
燥
指
数
は
、
第
６
図
に
示
さ
れ
た
乾
燥
指
数
よ
り
は
、
な
お
湿
潤
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
、
７
と
す
れ
ば
、
梨
農
耕

の
発
生
地
、
さ
ら
に
第
二
次
中
心
地
か
ら
、
Ｂ
経
路
を
と
る
場
合
は
、
よ
り
湿
潤
な
北
ア
ナ
ト
リ
ア
か
ら
ド
ナ
ウ
流
域
に
沿
っ
て
遡
行
し
、

直
接
森
林
地
帯
に
入
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
Ｃ
の
経
路
に
つ
い
て
は
カ
フ
カ
ズ
Ⅱ
黒
海
北
岸
を
経
て
中
部
ョ
－
ロ
ッ
パ
・
ド
ナ
ウ
中

流
域
で
Ｂ
と
結
び
つ
く
に
し
て
も
、
第
６
図
に
見
る
か
ぎ
り
、
穀
物
の
種
類
を
問
わ
ず
ｌ
お
そ
ら
く
は
キ
ビ
・
ア
ワ
な
ど
ｌ
夏
作

可
能
な
穀
物
を
持
ち
込
ん
だ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
さ
ら
に
Ｄ
の
経
路
に
つ
い
て
は
、
な
お
不
明
な
点
が
多
い
が
、
今
日
の
草
原
地
帯

が
、
当
時
な
お
林
草
混
交
地
帯
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
間
を
通
じ
て
西
北
へ
伝
播
し
、
馬
を
飼
う
人
び
と
の
な
か
で
、
ラ
イ
ム
ギ

を
中
心
と
す
る
農
耕
を
つ
く
り
出
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
梨
農
耕
の
発
生
地
あ
る
い
は
第
二
次
中
心
地
に
ラ
イ
ム
ギ
の
名
を
見

か
け
る
。
し
か
し
こ
の
ラ
イ
ム
ギ
は
、
こ
の
南
方
に
お
い
て
は
、
恐
ら
く
コ
ム
ギ
類
の
成
育
を
妨
げ
る
雑
草
的
な
穀
物
で
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
。
雑
草
の
よ
う
に
背
丈
を
伸
ば
し
、
よ
り
湿
潤
な
地
域
に
お
い
て
は
、
か
え
っ
て
穀
物
以
外
の
雑
草
の
成
育
を
妨
げ
、
日
照

（
７
）

不
足
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
果
的
に
は
「
畑
の
清
掃
係
」
の
役
を
引
き
受
け
、
「
南
方
の
畑
の
継
子
植
物
」
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
ラ
イ

ム
ギ
は
北
方
へ
伝
播
し
た
と
き
、
こ
の
風
土
に
適
応
し
た
穀
物
と
し
て
、
恐
ら
く
は
、
シ
ベ
リ
ア
Ⅱ
タ
イ
ガ
の
南
縁
に
お
け
る
唯
一
の

（
８
）

穀
物
と
し
て
育
成
き
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
南
方
か
ら
北
方
へ
の
移
行
の
過
程
で
、
馬
に
よ
る
梨
耕
と
結
び
つ
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
こ
と
に
紀
元
前
四
千
年
紀
以
降
は
、
寒
冷
化
が
進
む
な
か
で
、
逆
に
西
南
方
へ
の
伝
播
と
な
る
。
こ
の
経
路
こ
そ
が
、
第
６
図
に

お
け
る
Ｄ
の
経
路
と
い
え
よ
、
フ
。
し
か
も
こ
の
経
路
は
、
一
般
に
い
わ
れ
て
い
る
「
繩
文
土
器
Ⅱ
戦
斧
文
化
」
の
北
・
中
部
ョ
Ｉ
ロ
ッ

（
９
）

パ
ヘ
の
伝
播
の
経
路
と
重
な
り
合
、
フ
の
で
あ
る
。

飯
沼
氏
は
、
た
し
か
に
Ａ
の
経
路
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
な
り
の
説
明
を
加
え
て
い
る
が
、
「
農
業
技
術
か
ら
み
る
」
の
な
か
で
、
と
く

に
ヴ
ェ
ル
ト
の
図
に
つ
い
て
言
及
し
な
が
ら
、
Ｂ
・
Ｃ
．
Ｄ
の
経
路
に
つ
い
て
の
解
説
さ
え
十
分
に
見
ら
れ
な
い
の
は
、
ど
う
し
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。
も
は
や
コ
ム
ギ
類
の
品
種
名
と
梨
、
そ
し
て
牛
と
の
組
み
合
わ
せ
だ
け
で
は
、
解
明
し
得
な
い
。
本
稿
に
と
っ
て
は
、
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飯
沼
氏
が
触
れ
て
い
な
い
東
方
か
ら
の
伝
播
の
経
路
、
Ｂ
・
Ｃ
．
Ｄ
の
経
路
、
そ
の
影
響
が
直
接
関
わ
る
問
題
な
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
と

す
れ
ば
、
こ
う
し
た
農
耕
、
と
く
に
梨
農
耕
の
発
生
と
展
開
は
家
畜
と
の
関
わ
り
合
い
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
２
）
飯
沼
『
風
土
と
歴
史
』
三
九
頁
。

（
３
）
第
５
図
『
風
土
と
歴
史
』
四
四
頁
。
第
６
図
覚
同
書
写
四
一
頁
’
四
三
頁
。
こ
の
乾
燥
指
数
が
、
現
在
の
も
の
と
す
れ
ば
、
気
温
の
温
暖

期
に
は
中
緯
度
以
南
で
も
湿
潤
度
は
よ
り
高
く
現
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

（
４
）
た
と
え
ば
『
カ
ラ
ー
世
界
史
百
科
』
平
凡
社
、
一
九
七
八
年
一
四
頁
参
照
。

（
５
）
Ｗ
・
ア
ー
ベ
ル
『
ド
イ
ツ
農
業
発
達
の
三
段
階
』
未
来
社
、
一
九
七
六
年
二
七
頁
。

（
６
）
飯
沼
『
風
土
と
歴
史
』
こ
と
に
「
Ⅲ
歴
史
の
な
か
の
ワ
ク
ー
農
耕
社
会
の
発
展
ｌ
」
二
一
頁
以
下
で
は
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式

を
最
初
に
取
り
上
げ
、
「
マ
ル
ク
ス
の
世
界
史
」
そ
し
て
『
資
本
制
生
産
に
先
行
す
る
諸
形
態
』
に
言
及
し
、
「
古
典
古
代
の
世
界
」
「
封
建
社
会

の
成
立
」
か
ら
「
世
界
資
本
主
義
」
に
い
た
る
。
さ
ら
に
『
歴
史
の
な
か
の
風
土
』
で
は
、
よ
り
詳
細
に
述
べ
る
が
、
風
土
と
歴
史
の
比
重

が
、
次
第
に
後
者
に
移
っ
て
い
く
。
著
書
の
題
名
が
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
７
）
よ
り
温
暖
な
西
南
ア
ジ
ア
に
お
い
て
、
ラ
イ
ム
ギ
の
い
わ
ば
原
生
種
は
コ
ム
ギ
類
の
畑
に
あ
っ
て
雑
草
の
よ
う
に
早
く
、
し
か
も
丈
高
に

成
育
し
、
し
か
も
な
お
湿
潤
度
の
低
い
こ
の
地
帯
で
は
、
他
の
雑
草
を
お
さ
え
、
日
照
か
ら
遮
断
し
て
、
そ
の
成
育
を
と
め
る
。
し
た
が
っ

て
先
ず
ラ
イ
ム
ギ
を
密
植
し
て
雑
草
を
除
去
し
た
畑
に
、
次
に
コ
ム
ギ
類
を
植
え
る
と
、
よ
り
効
果
的
と
な
る
。
こ
の
意
味
で
「
畑
の
清
掃

係
」
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
き
わ
め
て
古
い
時
代
か
ら
穀
作
に
厚
播
き
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
」
の
は
、
こ
の
「
密
植
に
よ
る
除
草
」
の
効
果

を
生
か
す
た
め
で
あ
っ
た
。
飯
沼
『
風
土
と
歴
史
』
五
○
’
五
一
頁
。

第
５
図
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
同
じ
湿
潤
地
で
あ
っ
て
も
日
本
を
含
む
東
南
ア
ジ
ア
・
東
ア
ジ
ア
で
は
、
夏
の
乾
燥
指
数
も
九
・
三
七
～

一
○
七
・
二
と
な
り
、
湿
潤
地
に
含
ま
れ
る
北
ョ
－
ロ
ッ
パ
・
シ
ベ
リ
ア
の
四
・
八
三
～
一
○
・
九
三
に
比
べ
て
、
け
た
は
ず
れ
に
高
い
。

（
１
）
松
田
寿
男

七
五
年
）
参
照
。

『
ア
ジ
ア
の
歴
史
ｌ
東
西
交
渉
か
ら
み
た
前
近
代
の
世
界
像
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
市
民
大
学
叢
書
、
一
九
七
一
年
（
第
四
刷
、
一
九
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五

飯
沼
氏
は
、
農
業
の
は
じ
ま
り
を
熱
帯
湿
潤
地
方
に
見
て
、
こ
こ
で
は
植
物
の
半
栽
培
状
態
を
考
え
、
人
間
が
定
住
し
、
排
泄
物
や

火
を
使
用
し
た
後
の
灰
な
ど
に
よ
っ
て
、
食
物
の
残
り
屑
な
ど
、
い
わ
ば
ゴ
ミ
捨
場
が
肥
沃
な
土
壌
を
つ
く
り
、
植
物
が
森
か
ら
人
間

の
定
住
場
所
に
お
し
よ
せ
、
犬
・
豚
・
鶏
な
ど
野
生
の
動
物
も
人
間
の
囲
わ
り
に
お
し
よ
せ
る
。
こ
こ
に
植
物
や
動
物
と
「
人
間
と
の

（
１
）

合
唱
」
が
成
り
立
つ
と
い
う
。
し
か
し
こ
う
し
た
現
象
は
、
何
も
熱
帯
湿
潤
地
方
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
よ
う
に
思
う
。

（
２
）

彪
大
な
『
家
畜
文
化
史
』
を
書
か
れ
た
加
茂
儀
一
氏
も
同
じ
よ
う
に
野
生
動
物
と
「
人
間
と
の
共
生
」
に
触
れ
る
。
最
初
に
中
石
器

時
代
も
早
い
時
期
、
狩
猟
時
代
に
家
畜
化
さ
れ
た
犬
と
の
共
生
は
別
と
し
て
も
、
野
生
の
山
羊
や
羊
な
ど
群
を
な
し
て
移
動
す
る
節
食

動
物
の
家
畜
化
は
、
む
し
ろ
人
間
が
こ
の
畜
群
に
寄
生
し
て
移
動
す
る
な
か
で
進
め
ら
れ
、
農
耕
の
発
生
以
前
に
お
い
て
可
能
で
あ
っ

た
ろ
う
。
山
羊
も
羊
も
乾
燥
地
の
高
原
を
好
み
、
西
南
ア
ジ
ア
の
高
原
山
麓
地
帯
に
は
、
中
石
器
時
代
も
温
暖
に
な
る
こ
ろ
に
は
、
こ

の
畜
群
に
寄
生
す
る
移
動
性
の
強
い
牧
民
が
存
在
し
て
い
た
。
さ
ら
に
湿
潤
度
も
増
し
、
林
草
交
雑
地
帯
が
現
わ
れ
る
と
、
こ
の
高
原

地
帯
雁
お
い
て
も
農
耕
が
は
じ
ま
り
、
よ
う
や
く
草
食
の
大
食
動
物
で
あ
る
牛
の
馴
化
も
可
能
と
な
り
、
定
住
と
と
も
に
豚
の
家
畜
化

こ
う
し
た
地
域
で
は
除
草
は
、
夏
の
草
取
り
の
よ
う
に
「
中
耕
除
草
」
以
外
に
は
あ
り
得
な
い
が
、
よ
り
湿
潤
度
の
低
い
、
そ
れ
だ
け
に
雑

草
の
成
育
度
も
低
い
北
ョ
－
ロ
ッ
パ
の
よ
う
な
地
域
で
は
、
た
と
え
ば
三
年
に
い
ち
ど
休
閑
地
に
し
て
お
い
て
、
盛
夏
に
二
回
ほ
ど
、
湿
潤

型
の
梨
で
土
を
反
転
し
、
雑
草
を
埋
め
殺
す
、
い
わ
ゆ
る
「
休
閑
除
草
」
が
可
能
で
あ
っ
た
。
飯
沼
、
『
同
書
』
四
七
頁
。
い
わ
ゆ
る
三
圃
制

農
法
を
可
能
に
す
る
風
土
的
技
術
的
条
件
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

（
８
）
南
シ
ベ
リ
ア
の
文
化
は
、
と
く
に
シ
ベ
リ
ア
青
銅
器
文
化
と
し
て
注
目
さ
れ
、
次
第
に
解
明
さ
れ
て
き
た
が
、
ア
フ
ァ
ナ
シ
ェ
ヴ
ォ
文

化
・
ア
ン
ド
ロ
ノ
ヴ
ォ
文
化
と
し
て
知
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
増
田
精
一
「
第
二
章
青
銅
器
時
代
の
東
西
文
化
交
流
」
『
漢
と
ロ
ー
マ
（
前
出
）
』

所
収
、
九
二
’
九
三
頁
参
照
。

（
９
）
『
カ
ラ
ー
世
界
史
百
科
（
前
出
）
』
一
四
頁
。
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も
進
む
。
猪
も
大
食
動
物
で
あ
っ
て
、
人
間
の
住
居
の
周
囲
に
き
て
、
残
食
を
あ
さ
り
、
排
泄
物
を
も
虚
理
す
る
。
し
か
し
牛
も
豚
も

人
間
の
移
動
生
活
に
な
じ
ま
な
い
動
物
で
あ
り
、
農
耕
定
住
以
後
の
家
畜
と
さ
れ
る
。

た
し
か
に
た
と
え
ば
ジ
ャ
ル
モ
の
遺
跡
か
ら
は
、
増
田
精
一
氏
に
よ
れ
ば
、
二
種
類
の
コ
ム
ギ
、
一
種
類
の
オ
オ
ム
ギ
な
ど
の
ほ
か
、

発
見
動
物
の
約
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
山
羊
・
羊
・
豚
・
牛
で
、
野
獣
に
属
す
る
も
の
は
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
山
羊
．

（
３
）

羊
が
全
体
の
八
○
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
豚
は
一
○
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
し
か
し
気
温
の
最
高
点
を
す
ぎ
て
、
再
び
寒
冷
化
が
進
み

は
じ
め
る
と
、
こ
の
西
南
ア
ジ
ア
で
は
乾
燥
化
が
進
み
、
人
び
と
は
次
第
に
オ
ア
シ
ス
に
閉
じ
込
め
ら
れ
、
梨
農
耕
も
不
安
定
に
な
り
、

山
羊
や
羊
の
飼
育
の
比
重
も
増
し
、
い
わ
ば
半
農
半
牧
の
状
態
で
、
再
び
移
動
性
も
増
す
こ
と
に
な
ろ
う
。

西
南
ア
ジ
ア
に
あ
っ
て
は
、
は
じ
め
て
梨
農
耕
を
担
っ
た
人
び
と
自
身
が
移
動
し
た
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
も
、
梨
農
耕
は
、
水
を

求
め
て
、
チ
グ
リ
ス
Ⅱ
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
あ
る
い
は
ナ
イ
ル
の
大
河
流
域
に
伝
わ
り
、
夏
の
増
水
・
氾
濫
、
冬
の
減
水
を
利
用
す
る
冬
作

コ
ム
ギ
を
中
心
と
す
る
弩
轤
梨
を
使
っ
て
の
農
耕
文
化
と
な
り
、
さ
ら
に
大
河
に
よ
る
灌
概
農
耕
に
入
り
、
オ
リ
エ
ン
ト
の
古
代
文
明

と
し
て
開
花
さ
せ
る
。
第
４
図
に
お
け
る
Ａ
経
路
の
な
か
か
ら
生
れ
る
大
河
流
域
の
農
業
は
、
人
工
灌
概
に
よ
っ
て
乾
燥
地
の
天
水
農

業
の
制
約
か
ら
解
放
さ
れ
た
結
果
と
い
え
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
農
業
に
と
っ
て
不
可
欠
な
こ
の
灌
概
施
設
を
独
占
す
る
者
だ
け
が
ｌ

（
４
）

共
同
体
で
あ
れ
、
地
方
政
府
も
し
く
は
中
央
政
府
で
あ
れ
Ｉ
農
業
を
支
配
す
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。

同
じ
よ
う
に
夏
の
乾
燥
指
数
は
五
以
下
で
あ
っ
て
も
年
指
数
二
○
以
上
と
い
う
地
中
海
北
岸
地
方
で
は
、
オ
リ
エ
ン
ト
の
大
河
流
域

と
は
ち
が
っ
て
、
こ
と
に
東
地
中
海
沿
岸
お
よ
び
島
喚
に
あ
っ
て
は
、
西
南
ア
ジ
ア
高
原
山
麓
地
方
に
は
じ
ま
っ
た
天
水
に
よ
る
乾
地

農
業
が
、
冬
の
降
水
量
が
多
い
だ
け
に
、
そ
の
水
を
求
め
て
伝
播
し
た
と
し
て
も
、
新
石
器
時
代
の
段
階
で
は
、
最
初
の
乾
地
農
業
が

直
接
伝
播
し
た
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
だ
け
で
は
こ
の
地
域
に
お
い
て
、
後
に
開
花
す
る
エ
ー
ゲ
文
明
あ
る
い
は
ギ
リ
シ
ヤ
文
明
を
生
み
出

す
条
件
が
整
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
代
に
あ
っ
て
は
、
わ
ず
か
に
飯
沼
氏
の
い
う
Ａ
経
路
に
沿
っ
て
、
エ
ン
マ

ー
コ
ム
ギ
と
弩
轤
梨
に
よ
る
梨
農
耕
文
化
が
こ
の
地
域
を
足
早
や
に
通
り
過
ぎ
て
い
っ
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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た
し
か
に
飯
沼
氏
が
い
う
ヒ
ト
ッ
ブ
コ
ム
ギ
と
方
形
型
、
そ
し
て
こ
の
ブ
ラ
キ
セ
ロ
ス
牛
が
登
場
す
る
Ｂ
の
経
路
は
、
半
農
半
牧
の

牧
民
た
ち
を
介
し
て
湿
潤
地
へ
と
梨
農
耕
を
伝
え
、
ド
ナ
ウ
流
域
へ
達
す
る
。
し
か
も
カ
フ
カ
ズ
山
脈
の
南
を
経
て
、
黒
海
北
岸
、
ド

そ
う
と
す
れ
ば
古
典
古
代
の
繁
栄
は
こ
う
し
た
乾
燥
地
農
業
そ
の
も
の
に
で
は
な
く
、
一
方
で
は
天
水
を
支
配
し
得
た
の
は
、
専
制

政
府
で
は
な
く
、
個
々
に
大
地
を
占
取
す
る
小
共
同
体
、
個
々
の
共
同
体
成
員
で
あ
っ
た
。
小
共
同
体
は
、
他
方
に
他
の
共
同
体
を
従

（
５
）

属
さ
せ
、
他
方
で
個
々
の
成
員
の
も
と
に
奴
隷
を
集
積
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
繁
栄
の
基
礎
が
創
ら
れ
る
。

し
か
し
同
じ
よ
う
に
西
南
ア
ジ
ア
の
高
原
山
麓
地
方
の
乾
燥
化
に
追
わ
れ
た
梨
農
耕
文
化
も
、
よ
り
湿
潤
な
黒
海
南
岸
の
ア
ナ
ト
リ

ア
を
経
て
ド
ナ
ウ
流
域
へ
と
伝
播
す
る
Ｂ
経
路
、
あ
る
い
は
カ
フ
カ
ズ
山
脈
の
南
縁
に
沿
っ
て
北
上
し
、
さ
ら
に
黒
海
北
岸
か
ら
ド
ナ

ウ
流
域
に
達
す
る
Ｃ
経
路
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
、
フ
に
考
え
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

増
田
氏
は
、
細
石
器
と
の
関
連
で
、
牧
民
の
起
源
に
触
れ
、
北
方
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
森
林
地
帯
に
お
け
る
狩
猟
起
源
説
と
対
比
さ
せ
て
、

（
６
）

こ
の
西
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
山
羊
・
羊
の
牧
畜
を
農
耕
起
源
説
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。
加
茂
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
西
南
ア
ジ
ア
で

の
山
羊
・
羊
の
牧
畜
が
農
耕
に
先
き
立
つ
に
し
て
も
、
こ
こ
で
は
農
耕
と
牧
畜
は
ほ
ぼ
並
行
し
て
進
ん
で
い
っ
た
し
、
こ
の
時
点
で
は
、

農
耕
定
住
の
な
か
で
牛
や
豚
の
飼
育
も
可
能
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
こ
の
地
域
で
の
乾
燥
化
が
進
む
な
か
で
、
大

河
流
域
に
水
を
求
め
る
ぱ
あ
い
を
除
い
て
は
、
梨
農
耕
は
、
当
時
に
あ
っ
て
夏
乾
燥
指
数
五
以
上
、
年
指
数
も
二
○
以
上
の
よ
り
湿
潤

な
北
方
へ
と
、
新
し
い
オ
ア
シ
ス
を
求
め
て
、
い
わ
ば
飛
び
石
伝
い
の
よ
う
に
伝
播
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
こ
の
半
農
半
牧
の

牧
民
た
ち
は
、
草
原
地
帯
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
単
に
節
食
動
物
の
山
羊
・
羊
に
か
ぎ
ら
ず
、
梨
耕
に
必
要
な
牛
の
な
か
で
も
放
牧
に
（
７
）

適
応
し
易
い
牛
を
選
ぶ
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
う
し
た
牛
が
、
飯
沼
氏
も
い
、
フ
ブ
ラ
キ
セ
ロ
ス
牛
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

加
茂
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
ブ
ラ
キ
セ
ロ
ス
牛
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
古
の
家
牛
で
も
あ
り
、
本
来
は
山
地
に
あ
っ
て
比
較
的
小
型
、
長

額
・
短
角
で
、
移
動
生
活
に
際
し
て
連
れ
て
い
き
易
い
牛
と
さ
れ
、
さ
ら
に
は
イ
ン
ド
Ⅱ
ョ
－
ロ
ッ
パ
語
族
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た

（
８
）

と
さ
え
い
わ
れ
る
。
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一
三
プ
ル
流
域
を
経
て
、
ド
ナ
ウ
流
域
に
達
す
る
Ｃ
の
経
路
に
お
い
て
は
、
よ
り
一
層
牧
民
的
性
格
を
強
め
る
に
し
て
も
、
キ
ビ
・
ア

ワ
な
ど
の
栽
培
を
加
え
て
、
ド
ナ
ウ
流
域
さ
ら
に
ボ
ヘ
ミ
ア
を
含
む
中
部
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
に
ま
で
進
ん
で
、
Ｂ
の
経
路
と
合
流
す
る
と
き
、

こ
の
梨
農
耕
文
化
は
、
ヒ
ト
ッ
ブ
コ
ム
ギ
の
冬
作
に
、
キ
ビ
・
ア
ワ
な
ど
の
夏
作
を
も
加
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
紀
元
前
三
千
年
紀
、

ボ
ヘ
ミ
ア
の
新
石
器
時
代
に
お
け
る
農
耕
民
が
、
ド
ナ
ウ
文
化
を
担
う
大
き
な
集
団
に
属
し
た
と
カ
フ
カ
の
い
う
ド
ナ
ウ
文
化
圏
は
、

農
業
伝
播
の
上
か
ら
見
れ
ば
、
こ
の
Ｂ
Ⅱ
Ｃ
経
路
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
梨
農
耕
を
基
礎
と
す
る
文
化
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か

も
カ
フ
カ
が
こ
の
ド
ナ
ウ
文
化
を
担
う
集
団
に
属
し
、
ス
ラ
ブ
人
の
最
も
古
い
祖
先
と
い
う
か
ぎ
り
で
は
、
な
お
ス
ラ
ブ
語
族
を
分
出

す
る
以
前
の
、
い
わ
ゆ
る
原
イ
ン
ド
Ⅱ
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
語
族
を
想
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
１
）
飯
沼
『
風
土
と
歴
史
』
一
五
’
二
○
頁
。

（
２
）
加
茂
儀
一
『
家
畜
文
化
史
』
法
政
大
学
出
版
局
。
一
九
七
三
年
（
第
三
刷
、
一
九
七
八
年
）
し
か
し
本
書
の
元
の
版
が
は
じ
め
て
世
に

出
た
の
は
一
九
三
七
年
で
あ
る
。
六
三
頁
に
わ
た
る
総
説
を
お
い
て
、
各
家
畜
ご
と
の
各
説
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
な
お
最
近
遺
稿
と
し
て

『
騎
行
・
車
行
の
歴
史
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
○
年
趣
『
家
畜
文
化
史
』
の
う
ち
「
家
馬
」
の
稿
を
さ
ら
に
オ
リ
エ
ン
ト
、
ギ
リ

シ
ャ
、
ロ
ー
マ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ス
キ
タ
イ
な
ど
、
日
本
を
含
め
て
ｌ
著
者
に
と
っ
て
は
日
本
が
主
題
で
は
あ
る
が
ｌ
そ
れ
ぞ
れ
の
世

界
へ
の
騎
行
・
車
行
の
伝
播
の
歴
史
を
展
開
し
て
い
る
。
人
間
と
の
共
生
に
つ
い
て
は
『
家
畜
文
化
史
』
三
三
頁
以
下
参
照
。

（
３
）
増
田
精
一
「
第
一
章
彩
文
土
器
の
東
伝
」
『
漢
と
ロ
ー
マ
』
所
収
三
三
’
八
三
頁
。
と
く
に
四
三
頁
。
七
七
頁
。

（
４
）
飯
沼
『
風
土
と
歴
史
』
六
○
’
七
五
頁
。
天
水
に
よ
る
「
乾
地
農
業
は
ギ
ャ
ン
ブ
ル
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
不
安
定
で
あ
る
が
、
西
南

ア
ジ
ア
山
麓
に
お
け
る
小
灌
概
地
か
ら
、
さ
ら
に
大
河
流
域
の
灌
概
へ
と
展
開
し
、
あ
る
い
は
エ
ジ
プ
ト
の
ベ
イ
ス
ン
（
溜
池
）
法
と
な
っ

て
い
く
。
マ
ル
ク
ス
宛
て
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
手
紙
に
あ
る
よ
う
な
、
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
に
お
け
る
土
地
所
有
権
の
欠
如
も
、
こ
こ
で
は
人

工
灌
概
が
農
業
の
第
一
条
件
、
さ
ら
に
水
だ
け
が
条
件
と
な
っ
て
い
る
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
『
同
書
』
、
一
二
六
頁
参
照
。

（
５
）
飯
沼
『
風
土
と
歴
史
』
七
七
頁
。
一
三
八
’
一
四
五
頁
。
た
だ
こ
こ
で
、
直
ち
に
奴
隷
の
導
入
を
問
題
に
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

人
間
が
他
の
人
間
を
生
産
手
段
の
一
つ
と
し
て
従
属
あ
る
い
は
隷
属
さ
せ
る
条
件
は
、
さ
ら
に
検
討
を
必
要
と
し
よ
う
。

（
６
）
増
田
「
彩
文
土
器
の
東
伝
」
七
一
’
七
四
頁
。
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先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
増
田
氏
も
牧
民
の
起
源
に
触
れ
て
い
る
が
、
そ
の
主
題
は
、
東
西
交
渉
史
に
お
け
る
彩
文
土
器
の
東
伝
に

（
３
）

あ
っ
た
。
オ
リ
エ
ン
ト
の
山
麓
地
帯
に
ム
ギ
栽
培
と
羊
を
中
心
と
す
る
牧
畜
が
は
じ
ま
る
と
、
ほ
ぼ
こ
れ
と
並
行
し
て
彩
文
土
器
の
盛

行
も
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
イ
ラ
ン
高
原
の
テ
ペ
ー
シ
ァ
ル
ク
遺
跡
で
は
、
こ
の
彩
文
土
器
の
文
様
が
幾
何
文
様
か
ら
形
象
文
様
へ
、

そ
し
て
動
物
文
へ
と
変
化
し
て
い
く
。
最
初
は
こ
れ
に
随
伴
し
て
幾
何
形
細
石
器
が
出
土
す
る
が
、
紀
元
前
五
○
○
○
年
か
ら
三
五
○

○
年
に
か
け
て
、
姿
を
消
し
て
し
ま
う
。
増
田
氏
は
、
こ
れ
は
初
期
農
耕
に
残
っ
て
い
た
狩
猟
か
ら
農
業
と
牧
畜
に
よ
る
生
産
経
済
へ

と
飛
躍
し
た
象
徴
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
こ
ろ
、
ア
ナ
ト
リ
ア
高
原
・
ザ
グ
ロ
ス
山
中
で
は
早
く
も
銅
製
品
が
現
わ
れ
、

そ
れ
は
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
大
河
流
域
へ
の
進
出
の
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
。

最
初
の
転
換
期
で
あ
っ
た
。

｛
ハ

第
４
図
を
作
成
し
た
鈴
木
氏
は
、
こ
の
農
耕
の
拡
大
を
イ
ン
ド
Ⅱ
ョ
－
ロ
ッ
パ
語
族
一
の
形
成
と
関
連
づ
け
、
プ
ラ
ス
此
の
西
を
イ
タ

（
１
）

リ
ア
語
派
、
マ
イ
ナ
ス
晩
ま
で
を
ゲ
ル
マ
ン
語
派
、
こ
の
線
か
ら
東
を
ス
ラ
ブ
語
派
と
み
て
い
る
が
、
結
果
的
に
み
て
、
た
と
え
そ
れ

に
近
い
分
布
を
み
た
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
短
絡
的
で
数
千
年
に
わ
た
る
歴
史
を
無
視
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
広
範
囲

に
わ
た
る
イ
ン
ド
Ⅱ
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
語
族
の
拡
汎
の
原
因
を
「
牧
畜
民
」
の
移
動
と
交
渉
の
な
か
で
の
言
語
の
共
通
性
に
見
出
し
、
併
せ

（
２
）

て
、
と
く
に
三
五
○
○
年
前
、
紀
元
前
一
五
○
○
年
ご
ろ
の
気
候
の
激
変
、
八
千
年
前
か
ら
五
千
年
前
の
い
わ
ゆ
る
ヒ
プ
シ
サ
ー
マ
ル

期
と
い
う
高
温
期
も
終
っ
て
、
再
び
寒
冷
化
し
、
西
南
ア
ジ
ア
で
の
乾
燥
化
が
進
む
時
期
に
イ
ン
ド
Ⅱ
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
語
族
の
形
成
と
移

動
を
対
応
さ
せ
て
い
る
点
は
卓
見
で
あ
ろ
う
。
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
に
お
け
る
こ
の
紀
元
前
三
千
年
紀
と
紀
元
前
二
千
紀
は
、
世
界
史
の

（
７
）
飯
沼
『
風
土
と
歴
史
』
三
一
’
三
二
頁
。
本
稿
第
３
図
参
照
。

（
８
）
加
茂
『
家
畜
文
化
史
』
五
八
一
’
五
八
三
頁
。
五
八
六
頁
。
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こ
の
幾
何
形
細
石
器
の
消
滅
か
ら
考
え
る
と
、
こ
と
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
北
部
の
森
林
地
帯
や
中
央
ア
ジ
ア
の
草
原
地
帯
で
狩
猟
民
か
ら

牧
民
が
発
生
し
た
時
期
も
、
南
辺
の
農
耕
地
帯
で
牧
民
が
発
生
し
た
時
期
も
、
多
少
の
ず
れ
が
あ
る
と
し
て
も
、
ほ
ぼ
ひ
と
し
い
、
と

増
田
氏
は
み
て
い
る
。
こ
の
牧
民
は
、
後
世
の
遊
牧
騎
馬
民
族
の
よ
う
な
純
遊
牧
民
で
は
な
く
、
北
方
の
狩
猟
民
か
ら
は
牧
主
狩
猟
副
、

農
耕
民
か
ら
は
牧
主
農
副
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
牧
民
た
ち
に
よ
っ
て
彩
文
土
器
・
銅
器
と
と
も
に
農
耕
も
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

紀
元
前
三
千
年
紀
に
入
る
と
、
エ
ニ
セ
イ
川
上
流
地
域
の
河
川
・
湖
沼
の
周
辺
に
、
牧
主
農
副
で
も
農
耕
に
重
点
を
お
い
た
ア
フ
ァ

ナ
シ
ェ
ヴ
ォ
文
化
が
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
羊
・
牛
・
馬
の
牧
畜
が
行
わ
れ
、
多
少
と
も
冶
金
技
術
が
芽
萠
え
て
い
る
が
、
こ
の
南
シ

ベ
リ
ア
に
紀
元
前
二
千
年
紀
に
な
る
と
、
い
わ
ゆ
る
シ
ベ
リ
ア
青
銅
器
文
化
の
花
が
開
く
の
で
あ
る
。
ア
ン
ド
ロ
ノ
ヴ
ォ
文
化
は
、
牧

畜
と
農
業
を
か
ね
、
青
銅
の
冶
金
技
術
も
進
み
、
刀
子
・
短
剣
・
闘
斧
・
鎌
な
ど
が
出
土
す
る
が
、
そ
の
居
住
地
は
河
岸
か
ら
離
れ
た

地
点
に
拡
大
し
、
さ
ら
に
覆
い
付
き
の
四
輪
車
で
知
ら
れ
る
カ
ラ
ス
ク
文
化
に
な
る
と
、
居
住
地
も
河
岸
か
ら
か
な
り
遠
く
隔
っ
た
と

こ
ろ
ま
で
拡
が
り
、
青
銅
器
も
鍛
造
よ
り
む
し
ろ
鋳
造
が
盛
ん
で
、
精
綴
な
動
物
像
な
ど
を
蝋
型
に
よ
っ
て
鋳
造
す
る
ま
で
に
な
り
、

（
４
）

短
剣
も
柄
と
刃
が
同
時
に
製
作
さ
れ
る
北
方
型
、
後
の
ア
キ
ナ
ケ
ス
型
短
剣
に
近
づ
く
。
こ
の
三
つ
の
文
化
は
、
墳
墓
、
い
わ
ゆ
る
ク

ル
ガ
ン
文
化
で
カ
ラ
ス
ク
文
化
へ
進
む
過
程
で
居
住
地
も
広
範
な
地
域
に
拡
が
り
、
次
第
に
移
動
性
の
強
い
牧
畜
の
比
重
が
増
え
て
い

増
田
氏
は
、
こ
の
南
シ
ベ
リ
ア
に
お
け
る
農
耕
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
ム
ギ
類
と
い
、
フ
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
梨
農
耕
の
発
生
地
か

ら
、
お
そ
ら
く
高
温
な
ヒ
プ
シ
サ
ー
マ
ル
期
の
間
に
、
半
牧
半
農
の
牧
民
た
ち
に
よ
っ
て
中
央
ア
ジ
ア
の
、
お
そ
ら
く
今
日
の
中
・
ソ

国
境
山
麓
地
帯
を
飛
び
石
伝
い
に
北
上
し
、
ア
ル
タ
イ
山
脈
か
ら
サ
ヤ
ン
山
脈
の
山
麓
、
エ
ニ
セ
イ
川
の
上
流
域
に
ま
で
到
達
し
た
の

で
あ
ろ
う
。
コ
ム
ギ
類
の
ほ
か
に
オ
オ
ム
ギ
、
そ
し
て
ラ
イ
ム
ギ
も
雑
草
的
な
穀
物
と
し
て
北
上
し
、
そ
の
後
寒
冷
化
が
進
む
な
か
で
、

ラ
イ
ム
ギ
は
重
要
な
栽
培
穀
物
に
昇
格
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
飯
沼
氏
よ
る
第
４
図
の
Ｄ
経
路
の
出
発
点
と
結
び
つ
く
と
い
え
よ
う
。

（
５
）

Ｄ
経
路
に
と
っ
て
も
う
一
つ
の
要
因
は
馬
の
出
現
で
あ
る
。
加
茂
氏
に
よ
れ
ば
、
野
生
馬
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
北
方
高
原
、
ア
ル

っ
た
と
増
田
氏
は
指
摘
す
る
。

増
田
氏
は
、
こ
の
南
シ
ベ
”



－23－

ブ
ス
以
北
の
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
に
も
広
く
分
布
し
、
古
く
か
ら
狩
猟
の
対
象
と
さ
れ
て
は
い
た
が
、
そ
の
家
畜
化
は
、
犬
・
山
羊
・
羊
・
牛
．

豚
な
ど
よ
り
か
な
り
お
く
れ
、
紀
元
前
二
八
○
○
年
こ
ろ
の
ト
リ
ポ
リ
エ
文
化
の
遺
跡
か
ら
最
も
古
い
家
畜
馬
の
骨
が
発
掘
さ
れ
、
紀

元
前
二
七
○
○
年
な
い
し
紀
元
前
二
一
○
○
年
ご
ろ
、
黒
海
北
岸
と
ド
ナ
ウ
流
域
の
草
原
で
は
じ
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。
加
茂
氏
は
、
こ

の
住
民
を
原
イ
ン
ド
Ⅱ
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
語
族
と
し
て
い
る
が
、
家
畜
化
さ
れ
た
馬
は
、
恐
ら
く
駄
用
あ
る
い
は
乗
用
に
使
わ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
裸
馬
に
騎
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
馬
具
が
発
達
し
て
い
な
い
段
階
で
は
、
十
分
に
騎
り
こ
な
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

南
シ
ベ
リ
ア
の
狩
猟
民
た
ち
は
、
早
く
か
ら
馴
鹿
を
馴
化
し
、
一
頭
の
馴
鹿
の
両
側
に
そ
れ
ぞ
れ
一
本
の
韓
、
複
韓
の
肩
橇
が
使
わ

れ
、
ア
フ
ァ
ナ
シ
ェ
ヴ
ォ
あ
る
い
は
ア
ン
ド
ロ
ノ
ヴ
ォ
文
化
で
は
、
馴
鹿
に
代
っ
て
馬
が
使
わ
れ
、
こ
の
複
轤
の
肩
橇
か
ら
一
頭
立
て

の
馬
車
が
生
れ
る
。
加
茂
氏
は
こ
の
肩
橇
に
つ
い
て
は
述
べ
て
い
な
い
が
、
こ
の
肩
橇
か
ら
、
ラ
イ
ム
ギ
の
栽
培
と
結
び
つ
く
、
馬
の

ひ
く
対
梨
も
生
れ
る
よ
う
に
、
私
に
は
思
わ
れ
る
。
ま
た
こ
の
肩
橇
を
ひ
く
馬
に
騎
乗
し
て
、
馬
を
統
御
す
る
こ
と
か
ら
、
単
に
乗
用

だ
け
の
騎
馬
が
発
生
し
、
こ
れ
に
鞍
を
お
く
が
、
な
お
轡
を
知
ら
な
い
騎
馬
人
を
生
み
出
す
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
紀
元
前
一
三
○
○
年

ご
ろ
に
は
ド
ナ
ウ
流
域
に
あ
り
、
そ
の
後
中
部
ョ
－
ロ
ッ
パ
に
ま
で
拡
が
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

一
般
に
、
車
の
起
源
は
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
で
紀
元
前
三
五
○
○
年
ご
ろ
と
さ
れ
る
。
当
然
馬
の
家
畜
化
よ
り
早
く
、
す
で
に
家
畜
化

さ
れ
て
い
る
牛
が
ひ
い
た
。
加
茂
氏
に
よ
れ
ば
、
一
本
の
韓
の
両
側
に
一
頭
づ
つ
、
二
頭
立
て
で
、
二
頭
の
牛
は
範
を
肩
で
押
す
よ
う

に
し
て
車
を
ひ
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
あ
っ
て
野
生
種
と
し
て
あ
っ
た
オ
ナ
ー
ゲ
ル
（
半
鱸
）
を
馴
化
し
て
、

紀
元
前
二
二
○
○
年
ご
ろ
に
は
、
牛
に
代
っ
て
車
を
ひ
か
せ
、
車
の
速
力
は
増
大
し
た
が
、
牽
引
力
は
低
下
す
る
。
し
か
し
戦
車
と
し

て
の
効
用
は
大
き
く
な
ろ
う
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
牽
引
法
は
牛
の
ば
あ
い
と
同
じ
、
単
轤
、
二
頭
立
て
で
あ
り
、
さ
ら
に
両
側

に
一
頭
づ
つ
、
い
わ
ば
先
き
引
き
を
加
え
て
、
単
韓
四
頭
立
て
の
車
、
と
く
に
戦
車
を
生
み
出
す
に
至
っ
た
。
こ
れ
が
、
中
央
ア
ジ
ア

の
草
原
に
あ
っ
て
、
な
お
轡
を
知
る
ま
で
に
は
達
し
て
い
な
い
馬
飼
い
の
騎
馬
人
が
、
お
そ
ら
く
は
ア
ナ
ト
リ
ア
に
移
動
・
進
出
し
た

と
き
に
知
ら
れ
る
に
い
た
っ
て
、
こ
の
単
較
・
二
頭
立
て
あ
る
い
は
四
頭
立
て
の
戦
車
に
、
は
じ
め
て
馬
が
用
い
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
。
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さ
ら
に
加
茂
氏
は
、
ド
ナ
ウ
流
域
か
ら
中
部
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
に
ま
で
拡
が
っ
た
騎
馬
人
た
ち
の
間
に
、
紀
元
前
二
千
年
紀
に
な
る
と
、

オ
リ
エ
ン
ト
起
源
の
単
韓
の
戦
車
が
、
こ
れ
に
伴
っ
て
東
方
か
ら
お
し
よ
せ
て
き
た
新
し
い
青
銅
器
文
化
と
と
も
に
、
ひ
ろ
ま
っ
た
。

こ
の
馬
の
ひ
く
戦
車
の
牽
引
力
を
増
す
た
め
に
轡
が
発
明
き
れ
た
と
い
、
７
の
で
あ
る
。
こ
の
戦
車
は
し
か
し
黒
海
北
岸
を
経
由
し
た
も

（
６
）

と
加
茂
氏
は
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
最
初
に
成
功
し
た
の
が
、
イ
ン
ド
Ⅱ
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
語
族
に
属
し
、
最
初
に
鉄
器
を
使
っ
た
と
い
う
ヒ
ッ
タ
イ
ト
で
あ
っ
た

こ
の
馬
の
ひ
く
戦
車
の
牽
引
力
を
増
す
た
め
に
轡
が
発
明
き
れ
た
と
い
、
７
の
で
あ
る
。

（
７
）

の
で
は
な
か
っ
た
。

（
１
）
鈴
木
・
山
本
『
気
候
と
文
明
・
気
候
と
歴
史
』
二
○
頁
。

（
２
）
『
同
書
』
「
三
、
五
○
○
年
前
」
四
九
’
六
四
頁
参
照
。

（
３
）
増
田
「
彩
文
土
器
」
三
三
頁
以
下
、
と
く
に
六
八
頁
以
下
「
第
三
節
牧
民
の
細
石
器
」
参
照
。
と
く
に
七
八
頁
参
照
。

（
４
）
細
石
器
に
お
け
る
幾
何
形
か
ら
動
物
文
へ
の
移
行
、
そ
し
て
さ
ら
に
青
銅
器
に
よ
る
精
繊
な
動
物
文
様
、
動
物
像
そ
し
て
と
く
に
ア
キ

ナ
ケ
ス
型
短
剣
は
最
初
の
騎
馬
民
族
と
し
て
の
ス
キ
タ
イ
文
化
の
最
も
基
本
的
な
特
徴
と
な
る
。

（
５
）
加
茂
『
家
畜
文
化
史
』
八
頁
。
「
馬
が
四
万
五
○
○
○
年
前
に
家
畜
化
さ
れ
て
い
る
」
は
誤
り
で
、
恐
ら
く
「
四
～
五
○
○
○
年
前
に
」

と
の
誤
植
で
あ
ろ
う
。
な
お
三
九
頁
。
二
三
四
頁
。

（
６
）
加
茂
『
騎
行
・
車
行
の
歴
史
』
一
三
頁
’
三
三
頁
。
と
く
に
二
六
頁
。

（
７
）
『
同
書
』
、
四
八
’
四
九
頁
。
ギ
リ
シ
ヤ
に
お
け
る
戦
車
は
、
東
ョ
－
ロ
ッ
パ
の
ド
ナ
ウ
流
域
の
騎
馬
人
の
進
入
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、

そ
れ
よ
り
先
、
オ
リ
エ
ン
ト
・
エ
ジ
プ
ト
・
ク
レ
タ
を
経
て
紀
元
前
二
千
年
紀
中
葉
に
は
ミ
ケ
ネ
に
入
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
北
方
ド

ナ
ウ
流
域
・
マ
ケ
ド
ニ
ア
か
ら
入
っ
た
と
す
れ
ば
、
も
っ
と
早
い
時
代
に
ギ
リ
シ
ヤ
本
土
に
お
い
て
出
現
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
と
、
加
茂

Ｕ
）
加
茂
『
騎
行
二

，
）
『
同
書
』
、
四
八
‐

そ
れ
よ
り
先
、
オ
リ

ナ
ウ
流
域
・
マ
ケ
ド

氏
は
い
う
の
で
あ
る
。
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七

イ
ン
ド
Ⅱ
ョ
－
ロ
ッ
パ
語
族
の
原
郷
問
題
を
最
初
に
提
起
し
た
の
は
、
い
わ
ゆ
る
比
較
言
語
学
で
あ
っ
た
。
角
田
文
衛
氏
は
最
近
の

（
１
）

こ
の
問
題
を
め
ぐ
る
研
究
成
果
を
紹
介
し
て
い
る
。

共
通
基
語
か
ら
帰
結
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
原
郷
は
「
海
に
面
せ
ず
、
雪
が
降
り
、
狼
が
棲
ん
で
」
山
は
な
い
が
、
低
い
森
林
が
あ
る

よ
う
な
地
域
。
生
業
は
牧
畜
と
農
耕
で
、
犬
・
牛
・
羊
・
山
羊
・
馬
・
豚
な
ど
が
飼
育
さ
れ
、
梨
耕
が
行
わ
れ
、
銅
・
銀
・
金
を
知
り
、

そ
の
村
落
は
防
塁
を
め
ぐ
ら
し
た
か
、
あ
る
い
は
「
逃
げ
城
」
を
も
っ
て
い
た
。
宗
教
的
権
威
を
も
つ
王
を
頂
点
に
す
る
部
族
国
家
で
、

（
２
）

神
官
・
武
士
・
庶
民
か
ら
な
る
階
級
社
会
で
、
そ
の
基
礎
に
は
家
父
長
制
大
家
族
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
原
郷
か
ら
紀
元
前
二
千
年
紀

に
は
、
東
は
イ
ン
ド
ー
ア
ー
リ
ア
か
ら
ペ
ル
シ
ア
・
ギ
リ
シ
ヤ
・
ロ
ー
マ
、
さ
ら
に
西
方
で
は
ケ
ル
ト
・
ゲ
ル
マ
ン
・
ス
ラ
ブ
な
ど
の

諸
語
族
が
拡
散
し
た
の
は
、
最
近
の
歴
史
学
の
成
果
に
よ
っ
て
も
事
実
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

こ
う
し
た
イ
ン
ド
Ⅱ
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
語
族
を
大
き
く
二
つ
に
分
類
し
「
百
」
を
表
わ
す
数
詞
を
と
っ
て
、
サ
テ
ム
語
群
（
ペ
ル
シ
ア
地

方
の
ア
ヴ
ェ
ス
タ
語
の
切
目
の
目
）
と
ケ
ン
ト
ウ
ム
語
群
（
ラ
テ
ン
語
の
。
①
三
目
目
）
と
に
分
け
、
前
者
を
東
方
系
、
後
者
を
西
方
系
と

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
最
近
の
研
究
で
中
央
ア
ジ
ア
の
ト
カ
ラ
語
、
小
ア
ジ
ア
の
ヒ
ッ
タ
イ
ト
語
が
西
方
系
の
ケ
ン
ト
ウ
ム
語

群
に
属
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
か
ら
、
簡
単
に
東
・
西
と
は
い
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
た
し
か
に
ス
ラ
ブ
語
も
、
古
代
教
会

ス
ラ
ブ
語
で
の
竪
○
、
現
代
ロ
シ
ア
語
で
○
弓
○
、
チ
ェ
コ
語
で
も
の
８
で
、
ョ
－
ロ
ッ
パ
に
あ
っ
て
も
、
東
方
系
サ
テ
ム
語
群
に
入
る
。

た
だ
こ
の
分
類
に
つ
い
て
、
角
田
氏
は
「
共
通
祖
語
の
軟
口
蓋
音
、
つ
ま
り
舌
背
子
音
（
Ｋ
・
Ｃ
・
曲
の
よ
う
な
）
を
保
持
し
て
い
る

（
３
）

諸
語
と
、
こ
れ
ら
を
歯
擦
音
（
Ｓ
・
曲
な
ど
）
に
変
え
た
諸
語
と
の
対
立
」
と
説
明
す
る
。
素
人
な
り
に
考
え
る
と
ケ
ン
ト
ウ
ム
語
群

の
な
か
か
ら
サ
テ
ム
語
群
へ
と
変
っ
て
い
く
諸
語
が
生
れ
た
と
見
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
原
郷
を
、
大
部
分
の
言
語
学
者
は
、
東
は
ウ
ラ
ル
山
脈
、
南
は
カ
ル
パ
ー
ト
山
脈
と
カ
フ
カ
ズ
に
は
さ
ま
れ
た
黒
海
沿
岸

と
み
て
い
る
が
、
こ
の
原
郷
問
題
を
考
古
学
的
に
解
明
し
よ
う
と
す
る
最
近
の
成
果
と
し
て
、
角
田
氏
は
、
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
ー
ピ
ゴ
ッ
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ギ
ン
ブ
タ
ス
は
、
こ
の
ク
ル
ガ
ン
文
化
を
四
期
に
編
年
し
、
第
一
期
は
紀
元
前
五
千
年
紀
後
半
の
ド
ニ
エ
プ
ル
Ⅱ
ヴ
ォ
ル
ガ
草
原
（
当

時
は
な
お
林
草
交
雑
地
帯
）
の
新
石
器
文
化
。
第
二
期
は
紀
元
前
四
千
年
紀
前
半
の
ド
ニ
エ
プ
ル
Ⅱ
ド
ニ
エ
ッ
ッ
文
化
で
、
ド
ナ
ウ
流

域
に
沿
っ
て
西
進
し
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
東
北
部
ま
で
進
出
し
、
第
三
期
は
紀
元
前
四
千
年
紀
後
半
で
、
こ
の
ク
ル
ガ
ン
文
化
は
マ
ケ
ド
ニ

ア
を
ふ
く
め
た
バ
ル
カ
ン
か
ら
中
部
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
ま
で
侵
透
し
は
じ
め
て
い
た
。
な
お
角
田
氏
は
、
南
シ
ベ
リ
ア
の
ア
フ
ォ
ナ
シ
ェ
ヴ

ォ
文
化
は
、
こ
の
第
三
期
の
ク
ル
ガ
ン
文
化
の
伝
播
と
み
て
い
る
。
第
８
図
に
示
し
た
よ
、
７
に
第
四
期
は
、
紀
元
前
三
千
年
紀
に
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
北
部
ば
か
り
で
な
く
、
ギ
リ
シ
ヤ
本
土
・
ア
ナ
ト
リ
ア
・
シ
リ
ア
さ
ら
に
エ
ジ
プ
ト
ま
で
及
ん
だ
と
さ
れ
る
。

こ
の
ギ
ン
ブ
タ
ス
に
よ
れ
ば
、
ク
ル
ガ
ン
第
一
期
、
第
二
期
、
総
じ
て
野
生
の
獣
類
の
骨
は
一
○
な
い
し
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
淡
水

魚
の
骨
・
鈷
・
釣
針
か
ら
河
川
や
湖
沼
で
の
漁
携
も
行
わ
れ
て
い
る
。
農
耕
も
副
業
的
に
行
わ
れ
、
銅
は
指
輪
・
釧
・
ペ
ン
ダ
ン
ト
な

イ
ン
ド
Ⅱ
ョ
－
ロ
ッ
パ
語
族
の
原
郷
を
想
定
す
る
と
す
れ
ば
、
既
知
の
イ
ン
ド
Ⅱ
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
諸
語
族
が
移
動
す
る
直
前
の
時
期
、

お
よ
そ
紀
元
前
三
千
年
紀
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
を
考
慮
し
て
、
ピ
ゴ
ッ
ト
は
ド
ニ
エ
プ
ル
下
流
域
の
ミ
ハ
イ
ロ

フ
カ
遺
跡
を
取
り
上
げ
て
、
紀
元
前
三
千
年
紀
中
葉
の
南
ロ
シ
ア
に
お
け
る
銅
器
時
代
の
農
耕
民
の
文
化
を
考
え
る
。
穀
草
を
栽
培
し
、

牛
・
馬
・
羊
・
山
羊
を
飼
い
、
村
落
を
形
成
し
、
単
葬
墳
を
も
つ
、
広
い
意
味
で
の
ク
ル
ガ
ン
文
化
の
一
環
で
あ
っ
た
。
こ
の
一
連
の

ク
ル
ガ
ン
文
化
、
紀
元
前
五
○
○
○
年
以
降
を
精
査
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
イ
ン
ド
Ⅱ
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
語
族
の
問
題
を
解
明
し
よ
う
と
し

た
の
が
ギ
ン
ブ
タ
ス
で
あ
っ
た
。

（
４
）

卜
、
そ
し
て
と
く
に
マ
リ
ア
ー
ギ
ン
ブ
タ
ス
の
ク
ル
ガ
ン
文
化
に
よ
る
解
明
を
紹
介
し
て
い
る
。

最
近
ま
で
の
考
古
学
の
成
果
は
、
ギ
リ
シ
ヤ
本
土
・
ヒ
ッ
タ
イ
ト
・
シ
リ
ア
Ⅱ
ミ
タ
ン
ニ
、
あ
る
い
は
イ
ン
ド
へ
の
イ
ン
ド
Ⅱ
ヨ
ー

（
５
）

ロ
ッ
パ
諸
語
族
の
拡
散
・
移
動
に
つ
い
て
は
か
な
り
歴
史
的
に
解
明
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ケ
ル
ト
・
ゲ
ル
マ

ン
・
イ
タ
リ
ッ
ク
・
ス
ラ
ブ
な
ど
の
諸
語
族
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
、
い
つ
、
ど
こ
か
ら
移
動
し
て
い
っ
た
か
は
、
そ
れ
ほ
ど
明
ら
か
で

ン
・
イ
Ｌ

は
な
い
。
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第8図

力

ピ

地三三三中三三海

前4千～前3千年紀におけるクルガン文化と最高潮に達したその拡汎

角田「インド・ヨーロッパ人の起源と拡汎」73頁図

なお「同論文」71頁図における拡汎の方向を←で挿入した。

ど
服
飾
品
に
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の

ド
ニ
エ
プ
ル
河
畔
に
あ
る
集
落
跡
、
デ
レ
イ

フ
カ
遺
跡
に
あ
っ
て
は
、
約
三
○
○
○
平
方

メ
ー
ト
ル
の
広
さ
に
、
半
地
下
式
の
二
軒
の

家
屋
跡
（
六
×
一
三
メ
ー
ト
ル
）
が
発
掘
さ

れ
て
い
る
。
た
だ
「
馬
の
遺
骨
は
家
畜
の
骨

全
部
の
七
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
」
、
牛
は
二

一
パ
ー
セ
ン
ト
、
つ
い
で
豚
と
羊
と
い
う
。

「
一
つ
二
つ
孔
が
穿
た
れ
た
鹿
の
顛
骨
の
破

片
を
多
数
出
土
し
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
そ

れ
ら
は
馬
勒
に
使
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
」

と
角
田
氏
は
紹
介
し
、
こ
と
に
「
ク
ル
ガ
ン

第
二
期
と
同
時
期
の
文
化
で
、
こ
れ
ほ
ど
馬

を
飼
育
し
、
か
つ
さ
ま
ざ
ま
な
馬
具
が
発
達

し
た
文
化
は
、
ほ
か
に
知
ら
れ
て
い
な
い
」

と
す
る
。
ま
た
車
両
に
つ
い
て
も
、
ク
ル
ガ

ン
第
二
期
の
一
古
墳
か
ら
二
輪
車
の
木
造
部

が
残
っ
た
と
さ
れ
、
お
そ
く
と
も
紀
元
前
四

千
年
紀
の
な
か
ご
ろ
ま
で
に
車
両
が
使
用
さ
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（
６
）

れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
、
と
さ
れ
て
い
る
。

比
較
言
語
学
の
い
わ
ば
理
論
的
要
請
か
ら
は
じ
め
ら
れ
た
原
郷
問
題
を
ク
ル
ガ
ン
文
化
の
全
領
域
、
中
石
器
時
代
に
ま
で
遡
る
必
要

は
な
く
、
む
し
ろ
ピ
ゴ
ッ
ト
も
い
う
よ
、
フ
に
、
移
動
直
前
に
焦
点
を
合
わ
せ
れ
ば
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
原
イ
ン
ド
Ⅱ
ョ

Ｉ
ロ
ッ
パ
語
を
普
通
に
語
る
語
族
が
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
語
族
か
ら
各
地
に
拡
散
・
移
動
し
て
い
く
時
期
は
同
じ
で
は
な
い
。

ギ
ン
ブ
タ
ス
の
よ
う
に
ク
ル
ガ
ン
文
化
を
歴
史
的
に
追
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
そ
れ
に
し
て
も
ク
ル
ガ
ン
第
二
期
、
紀
元
前
四
千
年
紀
前

半
の
馬
と
車
の
問
題
は
、
先
に
触
れ
た
加
茂
氏
の
記
述
と
は
少
く
と
も
一
千
年
は
、
か
け
離
れ
て
い
る
。
同
じ
こ
と
は
銅
器
に
つ
い
て

馬
の
家
畜
化
・
飼
育
の
時
期
、
銅
器
使
用
の
程
度
を
別
と
す
れ
ば
、
中
石
器
か
ら
新
石
器
時
代
に
か
け
て
、
こ
の
地
域
が
、
狩
猟
・

漁
携
を
残
し
な
が
ら
、
一
方
に
梨
農
耕
を
、
他
方
に
羊
・
山
羊
を
中
心
と
す
る
牧
畜
を
営
む
、
半
牧
半
農
の
牧
民
が
生
活
し
て
い
た
林

草
交
雑
地
帯
で
あ
っ
た
こ
と
に
ち
が
い
は
な
い
。
ピ
ゴ
ッ
ト
の
い
う
原
郷
に
お
け
る
文
化
は
、
ギ
ン
ブ
タ
ス
の
い
う
ク
ル
ガ
ン
第
四
期

と
な
り
原
郷
と
想
定
さ
れ
る
黒
海
北
岸
で
は
馬
を
飼
い
銅
器
を
使
う
ま
で
に
な
っ
た
。
こ
の
ク
ル
ガ
ン
文
化
は
、
こ
の
時
点
紀
元
前
三

千
年
紀
に
入
っ
て
ド
ナ
ウ
流
域
か
ら
中
部
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
、
さ
ら
に
そ
の
周
辺
に
ま
で
樛
透
し
、
王
や
戦
士
が
拠
る
堅
固
な
城
塞
を
持
ち
、

先
行
文
化
を
破
壊
し
劫
略
し
、
移
住
と
定
住
に
よ
る
新
し
い
文
化
を
誕
生
さ
せ
、
移
住
先
の
先
住
民
と
の
接
触
・
混
血
等
を
通
し
て
、

お
そ
ら
く
オ
リ
エ
ン
ト
を
も
含
め
て
、
こ
と
に
ギ
リ
シ
ヤ
・
ロ
ー
マ
あ
る
い
は
ケ
ル
ト
・
ゲ
ル
マ
ン
・
ス
ラ
ブ
な
ど
の
イ
ン
ド
Ⅱ
ョ
－

ロ
ッ
パ
諸
語
族
が
形
成
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
８
図
に
お
い
て
、
紀
元
前
四
千
年
紀
に
樛
透
し
た
地
域
の
ク
ル
ガ
ン
文
化
は
、
た
と
え
そ
れ
が
原
イ
ン
ド
Ⅱ
ョ
－
ロ
ッ
パ
語
族
に

よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
加
茂
氏
に
よ
れ
ば
、
な
お
家
畜
と
し
て
の
馬
を
知
ら
な
い
。
最
初
の
馬
の
家
畜
化
し
た
地
域
を
黒

海
北
岸
と
ド
ナ
ウ
流
域
の
草
原
と
し
て
も
、
そ
の
時
期
は
紀
元
前
三
千
年
紀
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
ク
ル
ガ
ン
文
化
の
担
い
手

は
、
半
農
半
牧
の
牧
民
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
牧
民
は
、
一
般
に
農
耕
の
可
能
な
条
件
の
下
で
は
、
よ
り
安
定
的
な
農
耕
を
志
向
す
る

も
い
え
よ
、
７
。
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と
い
え
よ
う
。
カ
フ
カ
の
指
摘
の
よ
う
に
、
ボ
ヘ
ミ
ア
の
が
わ
か
ら
見
て
も
、
紀
元
前
三
千
年
紀
の
ド
ナ
ウ
文
化
圏
は
な
お
新
石
器
時

代
に
あ
り
、
銅
器
は
も
ち
ろ
ん
家
畜
と
し
て
の
馬
も
知
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
後
半
、
ボ
ヘ
ミ
ア
か
ら
み
て
東
南
ョ
－
ロ
ッ
パ
が
も
っ
と

も
先
進
的
な
文
化
を
も
つ
に
い
た
る
の
は
、
ギ
ン
ブ
タ
ス
の
い
う
、
黒
海
北
岸
に
お
い
て
第
四
期
に
入
っ
た
ク
ル
ガ
ン
文
化
の
新
し
い

進
出
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
影
響
も
よ
う
や
く
に
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
に
ま
で
達
す
る
と
い
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
１
）
角
田
文
衛
「
イ
ン
ド
・
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
人
の
起
源
と
拡
汎
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
の
転
換
」
『
征
服
と
遠
征
古
代
文
明
の
謎
と
発
見
蛆
』

毎
日
新
聞
社
、
一
九
七
八
年
。
所
収
三
三
’
九
○
頁
。

（
２
）
「
同
論
文
」
四
七
’
五
一
頁
。

（
３
）
「
同
論
文
」
四
三
’
四
四
頁
。

（
４
）
「
同
論
文
」
ピ
ゴ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
五
八
頁
以
下
参
照
。
ピ
ゴ
ッ
ト
の
名
著
多
少
ご
ａ
の
貝
圃
月
呂
①
津
○
日
芸
の
四
四
口
昌
吊
の
＆
シ
腎
旨
巳
‐

冒
旬
①
８
９
儲
凰
ｏ
巴
シ
員
臼
昌
昌
．
両
ｓ
ご
言
晶
乏
が
刊
行
を
み
た
の
は
、
一
九
六
五
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
ギ
ン
ブ
タ
ス
に
つ
い

て
は
、
六
九
頁
以
下
。
ギ
ン
ブ
タ
ス
の
統
一
的
な
見
解
は
一
九
六
六
年
に
「
原
イ
ン
ド
・
ョ
－
ロ
ッ
パ
文
化
ｌ
前
五
、
四
、
三
千
年
紀
に

お
け
る
ク
ル
ガ
ン
文
化
」
に
代
表
さ
れ
る
が
、
一
九
七
四
年
に
も
「
原
イ
ン
ド
・
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
人
に
関
す
る
一
考
古
学
者
の
見
解
」
を
公
に

し
て
い
る
。
ち
な
み
に
ボ
ヘ
ミ
ア
に
つ
い
て
の
カ
フ
カ
の
『
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
小
史
』
刊
行
以
後
の
研
究
で
あ
る
こ
と
を
考
え
ね
ば
な

（
５
）
た
と
え
ば
、
岸
本
通
夫
「
沈
黙
の
ヒ
ッ
タ
イ
ト
ー
鉄
器
時
代
の
さ
き
が
け
ｌ
」
『
民
族
の
光
と
影
古
代
文
明
の
謎
と
発
見
９
』

毎
日
新
聞
社
、
一
九
七
八
年
、
所
収
。
三
一
’
八
四
頁
。
太
田
秀
通
『
東
地
中
海
世
界
ｌ
古
代
に
お
け
る
オ
リ
エ
ン
ト
と
ギ
リ
シ
ァ
ー
』

世
界
歴
史
叢
書
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
年
等
々
参
照
。

（
６
）
角
田
「
前
掲
論
文
」
七
六
’
七
七
頁
。
し
か
し
、
「
馬
の
遺
骨
」
「
七
四
パ
ー
セ
ン
ト
」
と
い
う
意
味
は
、
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
、

か
な
り
疑
問
を
も
た
ざ
る
を
得
な
い
。
家
畜
で
は
あ
っ
て
も
食
料
の
た
め
と
な
ら
ば
、
こ
の
数
値
は
考
え
ら
れ
得
な
い
数
値
で
は
な
い
で
あ

ろ
う
。

曇
ｂ
か
一
い
・
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八

こ
の
よ
『
フ
な
、
い
わ
ゆ
る
原
イ
ン
ド
Ⅱ
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
語
族
の
拡
汎
、
と
く
に
西
進
に
よ
っ
て
、
ボ
ヘ
ミ
ア
地
方
に
は
ど
の
よ
う
な
状

況
が
生
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
紀
元
前
二
千
年
紀
の
ボ
ヘ
ミ
ア
へ
目
を
向
け
て
み
よ
う
。

（
１
）

カ
フ
カ
に
よ
れ
ば
、
①
ボ
ヘ
ミ
ア
に
あ
っ
て
は
、
金
属
な
か
で
も
銅
を
知
る
の
は
、
お
よ
そ
紀
元
前
二
○
○
○
年
こ
ろ
と
さ
れ
る
が
、

な
お
ボ
ヘ
ミ
ア
自
体
に
あ
る
鉱
床
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
銅
や
銅
器
は
輸
入
に
依
存
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
他
の
地
方

と
の
交
易
が
活
発
と
な
り
、
住
民
の
移
動
も
一
層
進
ん
だ
と
さ
れ
る
。
つ
い
で
カ
フ
ヵ
は
②
家
畜
飼
育
ｏ
騨
三
の
‐
胃
の
の
会
長
の
重
要
性
が

増
し
、
男
子
の
労
働
が
前
面
に
出
て
、
家
父
長
制
冨
胃
冨
吋
ｏ
耳
へ
の
道
が
準
備
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
時
期
に
氏
族
の
成
員
間
に
お

け
る
所
有
の
不
平
等
が
は
じ
ま
り
、
個
々
人
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
た
畜
群
が
、
彼
ら
の
財
産
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

⑧
考
古
学
的
な
出
土
品
は
、
明
ら
か
に
所
有
を
基
礎
と
し
て
の
社
会
的
階
層
分
化
の
Ｃ
Ｏ
重
ａ
庫
の
周
の
員
呈
。
。
を
示
し
て
い
る
。
い
く
つ
か

の
墳
墓
は
貧
弱
で
素
朴
で
あ
る
が
、
他
方
に
は
立
派
に
飾
ら
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
。
こ
の
点
か
ら
カ
フ
カ
は
側
こ
こ
に
は
二
種
類
の
居

住
様
式
が
あ
っ
て
、
よ
り
豊
か
な
人
び
と
は
丘
の
上
に
住
み
、
よ
り
貧
し
い
人
び
と
は
、
平
地
や
川
の
流
域
に
住
ん
で
い
た
。
こ
の
こ

と
は
異
っ
た
氏
族
や
部
族
、
相
互
間
に
戦
争
が
起
っ
た
最
初
の
時
期
で
あ
り
、
最
初
の
侵
入
者
が
古
く
に
定
住
し
た
人
び
と
を
従
属
さ

せ
よ
う
と
試
み
た
時
期
で
も
あ
っ
た
と
い
う
。
⑤
お
よ
そ
紀
元
前
一
四
○
○
年
～
一
○
○
○
年
ご
ろ
、
エ
ル
ッ
山
脈
（
ク
ル
シ
ネ
ー
‐

ホ
リ
）
に
お
い
て
、
豊
か
な
錫
鉱
床
が
発
見
さ
れ
る
と
、
ボ
ヘ
ミ
ア
の
青
銅
器
時
代
は
、
ョ
ｌ
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
最
も
進
ん
だ
地
方
の

一
つ
に
な
っ
た
が
、
銅
は
な
お
エ
ー
ゲ
海
地
方
か
ら
、
さ
ら
に
間
接
的
に
は
エ
ジ
プ
ト
や
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
輸
入
さ
れ
て
い
た
。
⑥
青

銅
器
は
大
規
模
に
生
産
さ
れ
、
そ
の
す
ぐ
れ
た
質
に
よ
っ
て
、
農
業
と
手
工
業
を
刺
戟
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
氏
族
や
部
族
の
技
術
水
準

の
平
準
化
が
進
み
、
個
々
に
異
っ
て
い
た
生
活
様
式
も
急
速
に
統
合
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
ボ
ヘ
ミ
ア
に
お
け
る
青
銅
器
時
代
を
一
般
的
に
説
明
し
た
後
、
カ
フ
カ
は
よ
り
具
体
的
な
文
化
と
そ
の
担
い
手
た
ち
に

触
れ
る
。
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青
銅
器
時
代
の
ボ
ヘ
ミ
ア
地
方
に
は
異
っ
た
三
つ
の
人
種
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ
た
。
①
プ
ラ
ハ
の
北
郊
の
部
族
長
の
墳
墓
か
ら
沢
山
の

青
銅
器
な
ど
が
発
見
さ
れ
た
ウ
ー
一
三
テ
ィ
ッ
ェ
ロ
ョ
霊
。
①
の
名
を
と
っ
た
ウ
ー
ニ
ェ
テ
ィ
ッ
ェ
（
ア
ウ
ン
イ
ェ
テ
ィ
ッ
）
文
化
と
そ

の
担
い
手
た
ち
、
高
塚
墳
文
化
の
担
い
手
国
厨
の
侭
局
号
ぐ
○
房
そ
し
て
ラ
ウ
ジ
ッ
ッ
文
化
の
担
い
手
た
ち
で
あ
る
。
青
銅
器
時
代
前
期
の

ウ
ー
一
三
テ
ィ
ッ
ェ
文
化
は
、
か
な
り
広
汎
に
中
部
・
東
ド
イ
ツ
に
も
拡
が
っ
て
い
た
。
カ
フ
カ
に
よ
れ
ば
②
ラ
ウ
ジ
ッ
ッ
文
化
人
は
、

ウ
ル
ネ
ン
フ
ェ
ル
ダ
ー
（
火
葬
骨
壺
文
化
人
）
く
○
房
号
筍
ご
吋
冒
の
罠
の
面
の
旬
と
も
呼
ば
れ
、
青
銅
器
中
期
に
は
ボ
ヘ
ミ
ア
で
は
東
北
部
地

域
に
住
み
、
ド
ニ
エ
プ
ル
Ⅱ
ウ
ィ
ス
ラ
両
河
の
広
大
な
地
域
か
ら
移
動
し
て
き
た
人
び
と
で
、
紀
元
前
一
千
年
紀
鉄
器
時
代
に
入
る
と
、

原
ス
ラ
ヴ
人
の
な
か
に
包
含
さ
れ
る
が
、
か
れ
ら
は
も
っ
ぱ
ら
農
耕
を
営
み
、
古
い
新
石
器
時
代
の
農
耕
文
明
と
結
び
つ
い
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
⑧
南
ド
イ
ツ
か
ら
ボ
ヘ
ミ
ア
Ⅱ
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
南
部
に
入
っ
て
来
た
高
塚
墳
文
化
人
た
ち
は
主
と
し
て
放
牧
三
の
丘
の
邑
員

の
。
富
津
ゞ
。
口
三
の
‐
彊
画
凰
長
に
従
事
し
、
後
に
歴
史
的
に
は
ケ
ル
ト
人
あ
る
い
は
ゴ
ー
ル
人
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

ボ
ヘ
ミ
ア
の
こ
う
し
た
状
況
を
考
え
る
と
す
れ
ば
、
ギ
ン
ブ
タ
ス
が
ク
ル
ガ
ン
文
化
の
編
年
の
な
か
で
と
ら
え
た
四
つ
の
時
期
の
ど

の
時
代
の
文
化
が
何
時
ご
ろ
西
進
し
た
と
考
え
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
。

第
８
図
に
見
ら
れ
る
ギ
ン
ブ
タ
ス
に
よ
る
ク
ル
ガ
ン
文
化
の
西
漸
が
、
飯
沼
氏
の
農
業
伝
播
の
Ｃ
経
路
（
第
４
図
）
に
重
な
る
が
、

こ
の
時
代
は
、
す
で
に
ボ
ヘ
ミ
ア
の
新
石
器
時
代
の
農
耕
に
お
い
て
キ
ビ
を
知
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
少
く
と
も
紀
元
前
三
千

年
紀
前
半
よ
り
後
れ
る
こ
と
は
な
い
よ
う
に
思
う
。
比
較
言
語
学
か
ら
言
語
学
的
に
想
定
さ
れ
た
原
イ
ン
ド
Ⅱ
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
語
族
の
原

郷
が
、
広
い
意
味
に
お
け
る
黒
海
北
岸
地
域
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
何
時
ご
ろ
の
時
代
で
あ
ろ
う
か
。
ピ
ゴ
ッ
ト
が
紀
元
前
三
千

年
紀
、
そ
れ
も
中
葉
と
見
れ
ば
、
黒
海
北
岸
に
あ
っ
た
ギ
ン
ブ
タ
ス
の
第
四
期
ク
ル
ガ
ン
文
化
人
と
な
り
、
こ
の
時
代
で
あ
れ
ば
、
加

茂
氏
が
、
こ
の
地
域
で
の
馬
の
家
畜
化
を
想
定
す
る
時
代
と
も
対
応
し
よ
う
。
そ
う
と
す
れ
ば
、
紀
元
前
三
○
○
○
年
ご
ろ
ま
で
に
ド

ナ
ウ
流
域
か
ら
中
部
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
に
ま
で
拡
汎
し
て
い
た
い
わ
ば
第
三
期
ク
ル
ガ
ン
文
化
人
は
、
農
耕
や
牧
畜
を
知
っ
て
は
い
て
も
、

な
お
馬
飼
い
の
牧
民
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
彼
ら
が
、
黒
海
北
岸
か
ら
ド
ナ
ウ
流
域
の
草
原
地
帯
に
あ
っ
た
こ
ろ
は
、
な
お
移
動
性
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も
強
い
牧
主
農
副
の
羊
飼
い
牧
民
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
西
漸
し
て
よ
り
湿
潤
な
森
林
地
帯
に
移
動
す
る
に
つ
れ
て
、
河
川
・
湖
沼
の
水

辺
に
、
い
わ
ゆ
る
湖
上
村
落
Ⅱ
杭
上
村
落
頃
画
室
言
昌
の
ロ
に
よ
り
一
層
農
業
の
比
重
を
増
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
こ
の
農
業
は
、
第
４
図

に
お
け
る
Ｃ
経
路
に
沿
う
に
し
て
も
、
Ｂ
経
路
、
方
形
型
と
ヒ
ト
ッ
ブ
コ
ム
ギ
の
梨
農
耕
の
上
に
重
な
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
う
し
た
半
農
半
牧
の
農
耕
民
が
、
な
お
黒
海
北
岸
か
ら
ド
ナ
ウ
流
域
に
あ
っ
た
、
ギ
ン
ブ
タ
ス
の
い
う
第
四
期
ク
ル
ガ
ン
文
化
人

が
こ
の
紀
元
前
三
千
年
紀
に
中
部
ョ
－
ロ
ッ
パ
に
ま
で
進
出
す
る
に
つ
れ
、
さ
ら
に
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
北
部
ば
か
り
で
な
く
、
ギ
リ
シ
ヤ
本

土
・
ア
ナ
ト
リ
ア
。
、
ン
リ
ア
さ
ら
に
エ
ジ
プ
ト
に
ま
で
進
出
す
る
に
い
た
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
今
も
触
れ
た
よ
う
に
、
彼
ら
は
馬
飼

い
の
牧
民
で
は
な
く
、
ま
し
て
、
本
来
の
意
味
で
の
騎
馬
人
で
も
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
も
し
ケ
ン
ト
ウ
ム
語
族
群
か
ら
サ
テ
ム
語
族

群
に
分
か
れ
て
変
化
す
る
、
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
東
方
か
ら
の
新
し
い
イ
ン
ド
Ⅱ
ョ
－
ロ
ッ
パ
語
族
、
お
そ
ら
く
は
イ
ラ
ン
系
サ

テ
ム
語
族
群
が
進
出
し
た
と
す
れ
ば
、
こ
こ
に
あ
っ
た
人
び
と
は
、
ケ
ン
ト
ウ
ム
語
族
群
に
入
り
、
事
実
た
と
え
ば
ギ
リ
、
ン
ヤ
人
、
ゲ

ル
マ
ン
人
、
ケ
ル
ト
人
あ
る
い
は
古
代
イ
タ
リ
ア
人
、
時
期
は
後
れ
る
が
ロ
ー
マ
人
な
ど
が
、
こ
れ
に
属
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

ボ
ヘ
ミ
ア
に
お
け
る
新
石
器
時
代
、
紀
元
前
三
千
年
紀
後
半
、
カ
フ
カ
が
東
南
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
か
ら
の
影
響
を
受
け
た
と
い
う
文
化
の

担
い
手
は
、
黒
海
北
岸
か
ら
ド
ナ
ウ
流
域
に
あ
っ
た
、
ギ
ン
ブ
タ
ス
の
い
う
第
四
期
ク
ル
ガ
ン
文
化
人
で
あ
り
、
紀
元
前
二
千
年
紀
前

半
に
は
、
ボ
ヘ
ミ
ア
を
中
心
に
、
ウ
ー
一
三
テ
ィ
ッ
ェ
（
ア
ウ
ン
イ
ェ
テ
ィ
シ
）
文
化
を
北
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
に
ま
で
展
開
し
た
と
い
え
る
。

第
９
図
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
ラ
ベ
（
エ
ル
ベ
）
・
ヴ
ル
タ
ヴ
ァ
（
モ
ル
ダ
ウ
）
そ
し
て
モ
ラ
ヴ
ァ
（
マ
ル
ヒ
）
な
ど
ボ
ヘ
ミ
ア
Ⅱ
モ
ラ
ヴ

（
２
）

イ
ア
の
主
要
河
川
流
域
に
広
く
普
及
し
て
い
た
。

カ
フ
カ
は
、
ボ
ヘ
ミ
ア
Ⅱ
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
の
青
銅
器
時
代
に
異
っ
た
三
つ
の
人
種
的
グ
ル
ー
プ
に
担
わ
れ
た
文
化
と
し
て
、
こ
の
ウ
ー

一
三
テ
ィ
ッ
文
化
と
、
高
塚
墳
文
化
と
ラ
ウ
ジ
ッ
ッ
文
化
を
い
わ
ば
並
記
し
て
い
る
が
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
後
の
二
者
は
紀
元

前
二
千
年
紀
後
半
に
は
じ
ま
り
、
鉄
器
時
代
に
移
行
す
る
紀
元
前
一
千
年
紀
に
入
っ
て
、
高
塚
墳
文
化
の
担
い
手
た
ち
は
、
南
ド
イ
ツ

か
ら
入
っ
て
ケ
ル
ト
人
に
、
ラ
ウ
ジ
ッ
ッ
文
化
の
担
い
手
た
ち
は
、
カ
ル
パ
チ
ア
山
脈
の
北
、
ド
ニ
エ
プ
ル
Ⅱ
ウ
ィ
ス
ラ
両
河
地
域
か
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ら
入
っ
て
、
原
ス
ラ
ヴ
人
に
包
含
さ
れ
た
と
い
う
。
ボ
ヘ
ミ
ア
地

方
で
は
、
こ
こ
で
は
じ
め
て
世
界
史
に
登
場
す
る
歴
史
的
な
民
族

名
が
、
考
古
学
的
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
文
化
と
結
び

つ
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
先
に
述
べ
た
鈴
木
氏
に
よ
れ
ば
、
紀

（
３
）

元
前
一
五
○
○
年
前
後
は
地
球
上
気
候
の
激
変
期
で
あ
っ
た
。
こ

の
文
化
の
相
互
関
連
が
、
や
は
り
大
き
な
問
題
で
あ
ろ
う
。

九

鈴
木
氏
は
先
に
触
れ
た
「
気
候
と
文
明
」
の
な
が
で
、
第
４
図

に
示
し
た
よ
う
に
イ
ン
ド
Ⅱ
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
語
族
の
形
成
を
取
り
上

げ
て
い
る
が
、
む
し
ろ
そ
の
主
題
は
気
候
の
変
動
の
な
か
で
「
古（
１
）

代
文
明
の
発
祥
と
終
息
」
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
な
立
論
に
あ
っ
た
。

ヒ
プ
シ
サ
ー
マ
ル
高
温
期
に
は
じ
ま
っ
た
西
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る

最
初
の
農
耕
文
化
は
、
乾
燥
化
の
は
じ
ま
る
紀
元
前
三
○
○
○
年

（
１
）
甸
．
尿
画
く
戸
Ｐ
多
○
匡
竺
旨
の
．
ご
も
つ
の
ｌ
巨
一
」
○
．
〉
タ
ン
ケ
凰
切
ｍ
・
管

の
の
．
ｇ
ｌ
ロ
．

（
２
）
Ｐ
三
〕
丘
の
ご
冨
樹
の
同
．
Ｐ
．
Ｐ
、
○
・
℃
の
の
．
臼
ｌ
窪
す
①
の
．
》
の
．

の
心
悶
四
コ
の
四
・

（
３
）
鈴
木
、
「
前
掲
論
文
」
、
四
七
’
六
四
頁
。
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こ
ろ
人
工
灌
概
を
基
礎
に
「
古
代
文
明
」
を
展
開
さ
せ
る
が
、
紀
元
前
一
五
○
○
年
、
三
五
○
○
年
前
、
地
球
規
模
で
の
気
候
の
激
変

が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
「
古
代
文
明
」
は
没
落
す
る
。
こ
の
契
機
と
な
っ
た
の
が
、
紀
元
前
二
千
年
紀
に
南
下
し
た
ヒ
ッ
タ
イ

ト
で
あ
り
、
こ
れ
に
関
連
し
た
と
い
わ
れ
る
ヒ
ク
ソ
ス
の
エ
ジ
プ
ト
進
入
で
あ
り
、
さ
ら
に
ギ
リ
シ
ア
人
あ
る
い
は
イ
ン
ド
ー
ア
ー
リ

ア
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。
初
期
の
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
世
界
は
、
紀
元
前
一
五
○
○
年
以
降
、
再
編
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

北
ョ
－
ロ
ッ
パ
に
あ
っ
て
も
、
こ
の
気
候
の
激
変
、
寒
冷
化
に
よ
っ
て
温
暖
期
に
北
上
し
た
巨
石
文
化
を
担
っ
た
農
耕
民
ｌ
飯
沼（
２
）

氏
の
Ａ
経
路
ｌ
の
一
部
は
漸
く
南
下
を
は
じ
め
、
イ
ン
ド
Ⅱ
ョ
－
ロ
ッ
パ
語
族
の
北
上
に
対
し
て
、
い
わ
ば
逆
流
現
象
が
は
じ
ま
る
。

お
そ
ら
く
ボ
ヘ
ミ
ア
に
お
け
る
ウ
ー
ニ
ェ
テ
ィ
ッ
ェ
文
化
に
先
行
し
て
定
住
し
て
い
た
イ
ン
ド
Ⅱ
ョ
－
ロ
ッ
パ
語
族
、
半
農
半
牧
の
農

耕
民
は
、
ギ
ン
ブ
タ
ス
に
よ
れ
ば
第
８
図
の
よ
う
に
紀
元
前
三
千
年
紀
に
拡
汎
し
た
一
部
で
あ
ろ
う
が
、
中
部
ド
イ
ツ
の
北
部
で
は
中

石
器
時
代
以
来
の
巨
石
文
化
人
と
お
そ
ら
く
新
石
器
時
代
後
期
の
鐘
形
杯
文
化
人
と
も
重
層
的
に
混
清
し
、
ウ
ー
ニ
ェ
テ
ィ
ッ
ェ
文
化

の
強
い
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、
独
自
の
北
方
青
銅
器
文
化
を
つ
く
り
上
げ
る
。
フ
ィ
シ
ャ
ー
‐
フ
ァ
ビ
ァ
ン
に
よ
れ
ば
、
両
者
の
融

（
３
）

合
化
は
紀
元
前
一
四
○
○
年
こ
ろ
に
は
完
了
し
、
こ
こ
に
ゲ
ル
マ
ン
人
が
成
立
し
た
と
い
わ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
ケ
ル
ト
人
の
形
成
の
ば
あ
い
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
ゲ
ル
ハ
ル
ト
ー
ヘ
ル
ム
は
「
ベ
ー
メ
ン
は
ケ
ル
ト
人
の
祖
先
の
原

（
４
）

故
郷
か
？
」
と
問
い
か
け
て
い
る
。
ゲ
ル
マ
ン
人
形
成
の
ぱ
あ
い
と
ち
が
っ
て
、
第
８
図
に
お
い
て
紀
元
前
三
千
年
紀
に
西
方
へ
拡
汎
し

た
人
び
と
は
、
飯
沼
氏
の
Ａ
経
路
に
沿
っ
て
西
ョ
－
ロ
ッ
パ
を
北
上
し
た
巨
石
文
化
に
続
い
て
、
新
石
器
時
代
も
後
期
に
北
上
し
て
き

た
鐘
形
杯
文
化
人
に
妨
げ
ら
れ
て
今
日
の
フ
ラ
ン
ス
に
は
入
れ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
人
び
と
は
、
お
そ
ら
く
、
鐘
形
杯
文
化
と
接
触

し
な
が
ら
、
ウ
ー
ニ
ェ
テ
ィ
ッ
ェ
文
化
圏
の
な
か
に
あ
っ
て
ス
イ
ス
か
ら
南
ド
イ
ツ
に
停
滞
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
ヘ
ル
ム
は
、

紀
元
前
一
五
○
○
年
よ
り
前
の
世
界
に
原
ケ
ル
ト
人
を
捜
そ
う
と
す
る
の
は
性
急
に
す
ぎ
よ
う
。
ベ
ー
メ
ン
と
ラ
ウ
ジ
ッ
ッ
地
方
で
は
、

（
５
）

ま
だ
分
散
過
程
が
十
分
に
は
進
ん
で
は
い
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

た
し
か
に
こ
の
地
方
は
、
当
時
の
ョ
ｌ
ロ
ッ
パ
史
の
中
心
点
で
あ
り
、
諸
文
化
の
交
流
地
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
が
、
な
お
依
然
と
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し
て
ク
ル
ガ
ン
、
高
塚
墳
を
文
化
の
特
徴
と
し
て
い
た
。
し
か
し

ＬＥ

紀
元
前
一
三
○
○
年
頃
に
な
る
と
ラ
ウ
ジ
ッ
ッ
文
化
と
ウ
ー
ニ
ェ

ＤＥ廟

テ
ィ
ッ
ェ
文
化
の
担
い
手
た
ち
は
、
よ
う
や
く
死
者
を
焼
い
て
そ

Ｈ

の
灰
を
骨
壺
に
納
め
、
共
同
の
墓
地
に
埋
め
る
、
い
わ
ゆ
る
ウ
ル

ＥＴＳＬ

ネ
ン
フ
ェ
ル
ダ
ー
（
火
葬
骨
壺
）
文
化
に
移
行
し
て
い
く
、
と
へ

ＯＨ

ル
ム
も
述
べ
て
い
る
。
こ
の
火
葬
墓
文
化
は
、
こ
こ
か
ら
ョ
ｌ
ｐ

Ｆ

ツ
パ
大
陸
の
各
地
に
拡
汎
し
、
ア
ナ
ト
リ
ア
か
ら
ギ
リ
シ
ヤ
、
さ

ＳＥＮ

（
６
）

Ｅ

ら
に
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
沿
岸
地
方
に
ま
で
逆
流
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ＢＡ
ａ
た
だ
北
方
の
ゲ
ル
マ
ン
文
化
圏
で
は
、
「
移
動
し
て
来
た
ウ
ル
ネ
ン

ｈ
”
（
７
）

伽
伽
フ
ェ
ル
ト
人
を
撃
退
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
も
い
わ
れ
る
。

ｒ
ｅ
５
た
し
か
に
へ
ル
ム
も
い
う
よ
う
に
ウ
ー
ニ
ェ
テ
ィ
ッ
ェ
文
化
の

ｕ
ｈ
６

ｔ
Ｃ

Ｍ
・
呼
ｓ
特
徴
は
一
般
に
広
い
意
味
で
ク
ル
ガ
ン
、
高
塚
墳
で
あ
り
、
そ
の

ｒ
仏
皿
〃

伽
呼
州
Ｍ
末
期
に
ラ
ウ
ジ
ッ
ッ
文
化
と
と
も
に
火
葬
墓
に
移
行
し
た
と
し
て
も
、

蝿
伽
睡
伽
カ
フ
カ
の
い
う
よ
雲
７
に
、
ボ
ヘ
ミ
ア
Ⅱ
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
南
部
に
は
い

ｇ
、
ノ
１
．
１
．

軸
ｕ
Ｅ
ｅ
妙
ｕ
ｎ

Ｈ
唖
山
宅
地
わ
ゆ
る
高
塚
墳
文
化
塵
岳
巴
四
等
の
局
言
岸
屋
尉
が
残
存
し
て
い
る
。
第

ｒ
Ｕ
Ｓ
、
ｈ
咽

》
柵
鮒
淵
蛙
魎
翔
州
繩
除
糾
維
榊
雌
川
Ⅲ
灘
露

》
州
耐
伽
伽
ボ
ヘ
ミ
ア
に
集
中
す
る
グ
ル
ー
プ
と
か
な
り
明
確
に
別
れ
て
い
る
。

Ｖ
皿
●
×
Ｍ
し
か
も
後
者
は
前
者
に
比
し
て
山
間
高
地
に
分
布
し
て
い
る
の
で
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（
８
）

あ
る
。
そ
う
と
す
れ
ば
前
者
が
ギ
ン
ブ
タ
ス
の
い
う
ク
ル
ガ
ン
文

化
の
西
進
北
上
の
ル
ー
ト
に
沿
う
も
の
と
い
え
る
が
、
後
者
は
む

し
ろ
そ
れ
に
先
行
し
て
ス
イ
ス
・
南
ド
イ
ツ
の
山
間
高
地
に
拡
汎

し
た
半
農
半
牧
の
牧
民
た
ち
が
、
ヘ
ル
ム
の
い
う
よ
う
に
鐘
形
杯

文
化
人
に
妨
げ
ら
れ
、
む
し
ろ
逆
流
し
て
き
た
と
は
考
え
ら
れ
な

い
だ
ろ
う
か
。
カ
フ
カ
の
い
う
よ
う
に
、
山
間
高
地
に
あ
っ
て
農
耕

よ
り
は
む
し
ろ
放
牧
毒
の
匙
の
三
貝
切
ｏ
富
津
．
。
四
三
の
‐
腎
口
凰
長
に

従
事
し
、
牧
民
的
性
格
を
再
び
強
め
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
鉄
器
時
代

に
入
っ
て
次
第
に
歴
史
的
存
在
と
し
て
の
ケ
ル
ト
人
に
形
成
さ
れ

て
い
く
の
で
あ
る
。

ヘ
ル
ム
は
、
ウ
ー
ニ
ェ
テ
ィ
ッ
ェ
文
化
と
ラ
ウ
ジ
ッ
ッ
文
化
を

一
括
し
て
ボ
ヘ
ミ
ア
に
お
け
る
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
先
史
の
な
か
で
最
も

豊
か
な
文
化
と
す
る
が
、
両
者
が
紀
元
前
一
五
○
○
年
以
降
火
葬

墓
に
移
行
す
る
な
か
で
「
破
局
的
な
で
き
ご
と
の
圧
力
で
」
と
そ

（
９
）

の
理
由
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
が
鈴
木
氏
の
い
う
よ
、
７
に
究
極
的
に

は
当
時
の
気
候
の
激
変
、
急
速
な
寒
冷
化
に
そ
の
理
由
が
あ
る
に

し
て
も
問
題
は
残
ろ
う
。
カ
フ
カ
は
ラ
ウ
ジ
ッ
ッ
文
化
は
年
代
の

差
は
あ
る
に
し
て
も
、
ボ
ヘ
ミ
ア
に
あ
っ
て
は
、
ウ
ル
ネ
ン
フ
ェ

ル
ダ
ー
文
化
と
同
じ
担
い
手
と
考
え
、
後
の
原
ス
ラ
ヴ
人
と
関
係
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ミ
ル
デ
ン
ベ
ル
ガ
ー
は
、
し
か
し
第
Ⅱ
図
の
よ
う
に
、
ラ
ウ
ジ
ッ
ッ
文
化
は
広
い
意
味
で
の
ウ
ル
ネ
ン
フ
ェ
ル
ダ
ー
文
化
の
一
グ
ル

（
、
）

－
プ
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
加
図
に
お
け
る
中
部
ド
ナ
ウ
Ⅱ
グ
ル
ー
プ
の
高
塚
墳
分
布
に
重
な
っ
て

ヴ
ェ
ラ
テ
ィ
ッ
ア
ー
Ⅱ
グ
ル
ー
プ
（
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
）
と
ク
ノ
ヴ
ィ
ザ
ー
Ⅱ
グ
ル
ー
プ
（
北
部
ボ
ヘ
ミ
ア
）
が
分
布
し
、
こ
の
分
布
と
重

層
的
に
、
オ
ー
デ
ル
上
流
域
な
ど
北
方
か
ら
ラ
ウ
ジ
ッ
ッ
Ⅱ
グ
ル
ー
プ
が
拡
汎
し
て
い
る
。
ボ
ヘ
ミ
ア
南
部
、
第
Ⅷ
図
で
は
上
フ
ァ
ル

ッ
ー
西
南
ボ
ヘ
ミ
ア
Ⅱ
グ
ル
ー
プ
の
高
塚
墳
の
分
布
に
対
し
て
は
ミ
ラ
ヴ
ェ
チ
ァ
ー
Ⅱ
グ
ル
ー
プ
が
重
な
っ
て
い
る
。
こ
の
南
ボ
ヘ
ミ

ア
で
は
、
カ
フ
カ
の
い
う
二
重
の
定
住
様
式
、
逆
流
し
て
き
た
高
塚
墳
文
化
人
に
よ
る
先
住
の
定
住
農
耕
民
の
支
配
、
こ
の
農
耕
民
が

ミ
ラ
ヴ
ェ
チ
ァ
ー
Ⅱ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
火
葬
墓
を
持
つ
に
い
た
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。
し
か
し
問
題
は
や
は
り
ラ
ウ
ジ
ッ

カ
フ
カ
も
そ
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
ラ
ウ
ジ
ッ
ッ
文
化
圏
を
ス
ラ
ヴ
人
の
原
郷
と
結
び
つ
け
る
考
え
方
は
、
と
く
に
ス
ラ
ヴ

（
、
）

人
の
起
源
を
取
り
上
げ
る
な
か
で
問
題
と
さ
れ
る
。
こ
の
問
題
は
、
す
で
に
与
え
ら
れ
た
紙
数
も
越
え
た
の
で
、
原
ス
ラ
ヴ
人
か
ら
西

ス
ラ
ヴ
民
族
と
し
て
チ
ェ
コ
民
族
の
い
わ
ば
歴
史
的
経
験
を
追
う
な
か
で
、
チ
ェ
コ
民
族
の
形
成
を
取
り
上
げ
る
別
稿
に
譲
り
、
本
稿

で
は
い
く
つ
か
の
問
題
点
を
上
げ
、
結
び
に
代
え
よ
、
フ
と
思
う
。

づ
け
て
い
る
。

シ
文
化
の
扱
い
方
で
あ
る
。

（
２
）
「
同
論
文
」
六
六
頁
参
照
。

（
３
）
Ｓ
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
Ⅱ
フ
ァ
ビ
ア
ン
、
片
岡
哲
史
訳
『
原
始
ゲ
ル
マ
ン
人
の
秘
密
』
佑
学
社
、
一
九
七
七
年
（
第
二
刷
一
九
八
○
年
）

と
く
に
八
五
頁
。
な
お
原
題
は
め
．
司
厨
ｏ
言
吋
‐
司
号
旨
。
．
多
皀
の
①
厨
蔚
冨
口
の
昌
切
ｏ
言
。
．
ロ
の
門
田
の
国
○
三
号
の
周
含
切
＆
房
巴
ご
津
の
く
○
房

（
１
）
鈴
木
「
前
掲
論
文
酉
と
く
に
「
４
古
代
文
明
の
発
祥
と
終
息
」
二
五
’
三
三
頁
。
紀
元
前
一
五
○
○
年
ご
ろ
の
気
候
の
激
変
に
つ
い

て
は
「
６
三
五
○
○
年
前
」
四
九
’
六
四
頁
参
照
。
鈴
木
氏
の
結
論
は
「
七
ふ
た
た
び
古
代
文
明
の
終
焉
に
つ
い
て
」
六
五
’
六
八
頁

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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一
○

ラ
ウ
ジ
ッ
ッ
文
化
人
を
、
カ
フ
カ
の
よ
う
に
、
原
ス
ラ
ヴ
人
と
結
び
つ
け
る
な
ら
ば
、
や
は
り
ス
ラ
ヴ
語
族
が
イ
ン
ド
Ⅱ
ョ
－
ロ
ッ

パ
語
族
に
属
す
る
か
ぎ
り
、
ス
ラ
ヴ
人
の
原
郷
問
題
は
、
イ
ン
ド
Ⅱ
ョ
ｌ
ロ
ッ
パ
語
族
の
拡
汎
の
問
題
と
の
関
連
で
考
え
ね
ば
な
ら
な

（
１
）

い
・
第
岨
図
、
清
水
睦
夫
氏
に
よ
る
ラ
ウ
ジ
ッ
ッ
文
化
圏
を
考
え
れ
ば
、
ボ
ヘ
ミ
ア
Ⅱ
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
北
部
か
ら
オ
ド
ラ
Ⅱ
ヴ
ィ
ス
ラ

流
域
に
広
く
展
開
し
て
い
る
。
カ
フ
カ
に
よ
れ
ば
ラ
ウ
ジ
ッ
ッ
文
化
は
新
石
器
時
代
の
農
耕
文
明
を
継
承
し
た
農
耕
民
に
よ
っ
て
担
わ

れ
た
と
さ
れ
る
。
ギ
ン
ブ
タ
ス
に
よ
る
ク
ル
ガ
ン
文
化
人
の
西
進
、
北
上
と
い
う
点
か
ら
見
れ
ば
、
ゲ
ル
マ
ン
人
の
形
成
の
ば
あ
い
の

よ
、
フ
に
、
紀
元
前
三
千
年
紀
以
前
に
中
部
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
に
ま
で
拡
汎
し
た
ク
ル
ガ
ン
人
、
飯
沼
氏
の
Ｂ
経
路
に
沿
っ
て
、
加
茂
氏
に
よ

』
の
甸
○
の
昌
冒
餌
ど
の
目
、
Ｆ
Ｏ
ｏ
ｐ
門
口
○
．
］
の
司
餌

（
４
）
ゲ
ル
ハ
ル
ト
‐
ヘ
ル
ム
、
関
楠
生
訳
『
ケ
ル
ト
人
』
河
出
書
房
新
社
、
一
九
七
九
年
一
四
一
頁
。
な
お
原
著
は
悪
再
言
己
函
の
甸
冒
》

多
口
蔚
宍
巴
蔚
早
書
画
。
ｏ
ご
く
の
匙
画
叩
乞
司
餌

（
５
）
へ
ル
ム
『
同
書
』
一
四
四
頁
。

（
６
）
『
カ
ラ
ー
世
界
史
百
科
』
一
八
頁
参
照
。

（
７
）
橡
川
一
朗
「
第
一
章
ド
イ
ツ
国
家
の
形
成
」
林
健
太
郎
編
『
ド
イ
ツ
史
、
世
界
各
国
史
３
』
山
川
出
版
社
、
昭
和
三
一
年
（
第
一

○
版
第
三
四
刷
昭
和
五
○
年
）
一
五
頁
。

（
８
）
の
．
三
豊
号
ご
冨
品
の
旬
．
砂
煙
．
○
・
・
の
．
霊
【
胃
蔚
一
陣
の
の
．
雪
１
＄
．

（
９
）
へ
ル
ム
『
前
掲
書
』
一
四
三
頁
。

（
皿
）
○
・
三
塵
号
弓
の
品
の
厚
騨
．
Ｐ
、
○
・
・
の
．
＄
陣
の
の
．
＄
ｌ
認
．

（
ｕ
）
た
と
え
ば
、
国
本
哲
男
言
シ
ア
国
家
の
起
源
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
七
六
年
、
「
第
二
章
ス
ラ
ヴ
人
の
起
源
」
四
七
’
八
二

頁
。
鳥
山
成
人
『
ス
ラ
ヴ
の
発
展
大
世
界
史
妬
』
文
芸
春
秋
社
、
一
九
六
八
年
「
３
ス
ラ
ヴ
の
起
源
と
移
動
」
二
七
’
四
二
頁
。
同
『
ビ

ザ
ン
ッ
と
東
欧
世
界
世
界
の
歴
史
的
』
講
談
社
、
一
九
七
八
年
「
３
１
１
ス
ラ
ヴ
族
の
起
源
を
め
ぐ
っ
て
」
七
○
’
七
五
頁
。
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第12図

豚､,基
鱈

蕊
ラウジッツ文化の遺跡分布図

(新版)』21頁山川出版社『東欧史

れ
ば
な
お
馬
を
家
畜
化
し
て
い
な
い
半
農
半
牧
の
牧

民
の
北
上
と
な
ろ
う
。
こ
う
し
た
人
び
と
が
鈴
木
氏

の
い
う
ヒ
プ
シ
サ
ー
マ
ル
高
温
期
に
飯
沼
氏
の
Ａ
経

路
に
沿
っ
て
西
方
か
ら
北
上
し
て
い
た
先
住
の
農
耕

民
と
混
清
し
、
森
林
・
沼
沢
の
地
に
入
っ
て
牧
民
的

性
格
を
失
い
、
農
耕
民
と
し
て
の
性
格
を
強
め
る
こ

と
に
な
ろ
う
か
。
し
か
も
こ
の
ラ
ウ
ジ
ッ
ッ
文
化
を

ス
ラ
ヴ
人
と
結
び
つ
け
よ
う
と
す
れ
ば
、
ゲ
ル
マ
ン

人
や
ケ
ル
ト
人
の
よ
、
フ
に
西
方
系
ケ
ン
ト
ウ
ム
語
群

に
属
す
る
の
と
は
ち
が
っ
て
、
ス
ラ
ヴ
語
は
東
方
系

の
サ
テ
ム
語
群
に
属
す
る
点
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

そ
う
と
す
れ
ば
、
何
ら
か
の
形
で
、
ど
の
時
代
に

お
い
て
か
、
東
方
系
サ
テ
ム
語
群
に
属
す
る
語
族
と

の
混
清
も
し
く
は
強
い
影
響
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

第
岨
図
に
示
さ
れ
た
ラ
ウ
ジ
ッ
ッ
文
化
が
展
開
し

た
地
域
と
そ
の
西
方
に
連
な
る
い
わ
ゆ
る
ゲ
ル
マ
ン

の
故
地
を
含
め
て
、
新
石
器
時
代
に
は
漏
斗
状
土
器

文
化
も
展
開
し
て
い
た
。
こ
の
文
化
の
担
い
手
に
つ

－－－妓盛時におけるラウジッッ文1函の境界＋スキタイの遺跡

●ラウジッツ文化の高城一

● Bビスクービン湖村f鱗

◆Kカミエーニエツ高城 ｝
ラウジッッ

文ｲ駁〕“

＋スキタイによって破壊された遺跡

･･一一･･一ポメラニア文{駁)第一次及び第二次南下
（コスツシェフスキ教授による）

一・一ケルト文化遺跡の北限(ヤムカ博士による）
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第13図

Karte2

い
て
は
不
明
で
は
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
東
方
に
由
来
す
る
と
も
い

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
化
は
紀
元
前
三
千
年
紀
後
半
に
は
第
唱
図

１
ｑｎｕ

（
２
）

ＡＶ

の
よ
う
に
ボ
ヘ
ミ
ア
北
部
・
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
西
部
に
ま
で
南
下
し
、

ＯＬ

お
そ
ら
く
寒
冷
化
が
進
み
は
じ
め
る
な
か
で
の
逆
流
現
象
の
最
初
と

ＳＥＬＰ

も
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
後
れ
て
有
名
な
繩
文
土
器
（
戦
斧
）
文
化

ＥＳ

も
東
方
か
ら
西
進
し
、
先
の
漏
斗
状
土
器
文
化
と
重
な
る
。
こ
の

ＵＡＨＥ

文
化
は
馬
と
戦
斧
を
使
用
し
た
と
さ
れ
る
が
、
な
お
イ
ン
ド
Ⅱ
ョ

Ｒ

（
３
）

Ｄ

‐
ロ
ッ
パ
語
族
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
南

Ｊ

ロ
シ
ア
に
あ
っ
て
加
茂
氏
に
よ
れ
ば
家
畜
化
さ
れ
た
馬
の
遺
骨
を

１
，ｃａｎ

最
初
に
出
土
し
た
ト
リ
ポ
リ
エ
文
化
と
結
び
つ
け
ら
れ
な
い
で
あ

ｒｕ

“
ろ
う
か
。
黒
海
北
岸
に
紀
元
前
三
千
年
紀
に
現
わ
れ
た
ギ
ン
ブ
タ

ｔｕ
１
Ｋｒ

β
ス
の
い
う
第
四
期
ク
ル
ガ
ン
人
、
銅
を
知
り
、
馬
を
飼
う
ク
ル
ガ

ｅｈｃｅ

″Ｔ
Ｌｈ
ン
文
化
人
に
圧
迫
さ
れ
た
ト
リ
ポ
リ
エ
文
化
人
が
カ
ル
パ
チ
ア
山

ｂｒｔｅ

ｃｈ
脈
の
北
、
森
や
沼
沢
の
多
い
地
方
へ
と
移
動
し
、
牧
民
的
性
格
を

ｈｃｒ

ｎ
鼬
失
い
な
が
ら
も
馬
を
使
用
す
る
農
耕
民
と
し
て
の
性
格
を
強
め
る
。

Ｔ唾
州
弛
弛
鯲
こ
の
繩
文
土
器
（
戦
斧
）
文
化
を
担
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
飯
沼

麺
唾
韮
酔
艸
氏
の
い
う
Ｄ
経
路
の
農
耕
を
伝
播
し
た
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う

加
川
帥
伽
仙
か
。
こ
の
文
化
が
ボ
ヘ
ミ
ア
Ⅱ
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
に
現
わ
れ
る
の
は
、

恥
Ｋ
●
×
Ｍ
ウ
ー
ニ
エ
テ
イ
ッ
エ
文
化
が
展
開
す
る
直
前
で
あ
っ
た
。
ボ
ヘ
ミ



－41－

第14図

画室菱壱

'1､穴土器文化

謹

證 婁奮毒簔簔藩 認

遣覇
吻
代

鍵篝
0500km
11

西アナl､リア
ヌ化…

0500km
1 1

ローー■■ーーー一ー一一■■■－1■■＝l

初期へラディック

ヌ化I及び'1
~一_一一一一一

初年ミノア：
~一_一一一一一ーー

初年ミノア文化

ヨーロッパにおけるクルガン文化の広がり

グ、ルム『ケルト人』121頁

ア
の
北
方
、
オ
ド
ラ
Ⅱ
ヴ
ィ
ス
ラ
流
域
に
展
開
し
て
い

た
新
石
器
時
代
の
こ
う
し
た
農
耕
文
化
の
上
に
、
ウ
ー

ニ
ェ
テ
ィ
ッ
ェ
青
銅
器
文
化
が
拡
が
る
。
ヘ
ル
ム
の
い

う
「
最
も
豊
か
な
文
化
」
と
し
て
ラ
ウ
ジ
ッ
ッ
文
化
と

ウ
ー
ニ
ェ
テ
ィ
ッ
ェ
文
化
を
一
括
し
て
取
り
上
げ
る
理

由
の
一
端
も
こ
こ
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ヘ
ル
ム
は
ケ
ル
ト
人
の
起
源
を
ヴ
ォ
ル
ガ
河
畔
に
求

め
、
そ
の
西
漸
、
し
た
が
っ
て
イ
ン
ド
Ⅱ
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ

語
族
の
西
漸
を
、
や
は
り
ギ
ン
ブ
タ
ス
に
よ
る
ク
ル
ガ

ン
文
化
の
広
が
り
と
見
る
。
そ
し
て
提
示
し
た
図
が
第

（
４
）

Ｍ
図
で
あ
る
。
第
８
図
と
比
較
し
て
、
お
そ
ら
く
こ
の

図
は
、
私
な
り
に
想
像
す
れ
ば
、
ア
ウ
ン
イ
ェ
テ
ィ
シ

（
ウ
ー
ニ
ェ
テ
ィ
ッ
ェ
）
文
化
が
既
に
展
開
し
た
後
、

少
く
と
も
紀
元
前
一
五
○
○
年
以
降
を
想
定
し
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
角
田
氏
の
紹
介
で
は
紀
元
前
三
千

年
紀
ま
で
の
ク
ル
ガ
ン
文
化
人
に
触
れ
た
だ
け
で
、
そ

の
後
の
少
く
と
も
紀
元
前
二
千
年
紀
、
し
か
も
そ
の
後

半
に
移
動
し
た
ク
ル
ガ
ン
文
化
人
に
つ
い
て
は
触
れ
ら

れ
な
か
っ
た
。
そ
の
性
格
が
、
と
く
に
ラ
ウ
ジ
ッ
ッ
文
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れ
ば
、
そ
の
意
味
”

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

化
、
ひ
い
て
は
原
ス
ラ
ヴ
人
の
問
題
に
接
近
す
る
上
で
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
、
７
。
と
く
に
こ
の
図
の
よ
う
に
、
黒
海
北
岸

か
ら
ド
ナ
ウ
流
域
を
経
る
こ
と
な
く
、
直
接
に
カ
ル
パ
チ
ア
山
脈
の
北
を
通
る
道
が
、
も
し
こ
の
時
代
を
境
に
急
速
に
開
か
れ
た
と
す

れ
ば
、
そ
の
意
味
は
、
ラ
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